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こL挨車等

飛火野結集長　　左利　英嗣

数学研究会会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか.地域、職場でますます御活躍のことと思い

ます。

私も奈良教育大学・数学科に入学して3年目で、今回この号の発行に携わらせてもらっています

が、何故この大学の数学科に入学したかと申しますと、やはり"数学教師''という職に就きたかっ

たからです. 「数学教師になりたい」と友人達に言えば、 「数学は答えが一つしかない」 「あまり

に決め事が多すぎる」と返ってきます.でも、私の考えは、数学が好きだったので(得意ではなか

ったけれども)変わりませんでした。その数学が、私達と数学研究会会員の皆様とをつなぐ架け橋

となっているのです。私が小学生だった頃に流行った"なぞなぞ'で、 「豚と鳥がトンカツ屋で早

唄い競争をしました。さてどちらが勝ったでしょう.」というものがありました.まあ答えは「ト

ンカツを食べてうまかった。だから馬の勝ち」なのですが、このなぞなぞで私と友人が、かつて友

情を育んだように、数学という一つのきっかけで私達は、素晴らしい出会い、そしでっながりを持

てるのだと思います。

そのつながりを保ち続けてくれるこの飛火野も、今回の号で第9回目を迎えます.ったない編集

ではございますが、この飛火野が、私達、数学研究会会員のつながりを深め、数学に携わっておら

れる方やそうでない方もつないでいただければ幸いに思います.

最後になりましたが、今回の第9号発行にあたり、お忙しい中、脚力を貸して下さった奈良教育

大学附属中学校の植村啓介先生をはじめ、御協力を下さいました大勢の方々に深く感謝します。
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数学教室カーらの近況幸EZ告

平成4年度年次幹事　　北川　如矢

会員の皆様には,ご健勝にてご活躍のこととお慶びいたします。

まず皆様に,小用庄太郎先生の計報をお知らせしなければなりません。すでにご存じの方も大勢

おられることと思いますが,平成5年1_月2 5日に心不全でご逝去されました。深い哀悼の意をさ

さげます。

先生は,昭和2 0年に本学の前身である奈良師範学校に勤務され　奈良学芸大学,奈良教育大学

と昭和6 0年3月に退官されるまで4 0年間の永きにわたって,幾多の有為な人材の育成にご尽力

されました。また,この間,複素関数論の研究において優れた業績を挙げられその発展に多大の寄

与をされるとともに,算数・数学教育においては,目標論,内容論および方法論などに関する研究

に貴重な多くの業績を残されましたO

在りし日のお元気でご活躍になっておられた先生のお姿や温和なお人柄などが偲ばれます。あら

ためて.先生のご冥福を心からお祈りいたします。なお, ・お亡くなりになられたすぐ後で,勲三等

旭日中綬章の叙勲を受けられました。

次に,数学教室の人事異動についての報告です。平成5年8月から,南　春男先生が,菅原民生

先生の後任として鳴門教育大学から転任して来られました。ご専門は位相幾何学で,授業は幾何学

分野をご担当です。

先生はかって本学で幾何学を教えられたことがあり,また,奈良の田原本町に十数年住んでおら

れたこともあって,奈良や奈良教育大学には大変なつかしいところとして愛着をもっておられるよ

うです。幾何の好きな学生がますます増えてきそうに思います。

ところで,私たちは,いま急激でしかも大きな変革期に遭遇しています。大学も例外ではなく,

大きな変動の中にあって未来を見据えながら進んでいます。数学科では,平成6年度入試において

分離分割方式の採用が決まりましたO　また,大学の将来構想を策定する一環として,学部における

新しい課程・コースの検討が積極的に進められていたり,大学院博士課程設置に関しての検討など

も進められるようになりました。

今春の就職状況は大変きびしいものでした。児童,生徒数の減少状態が続いて教員採用率は全学

的に低下し,企業の就職もバブル経済崩壊の余波ともいわれて大変むずかしいものとなりました。

数学科の場合は,それでも比較的よく頑張ったのではないかと思います。

今後とも,卒業生会員諸氏のご支援をよろしくお願い致します。
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うつ目の大学

:?/　≠'蝣'」

鳴門教育大から転任してきたのが昨年の8月ですので,奈良教育大での生活も8ケ月余りに

なります.この場をお借りしまして,自己紹介に代え転任についての感想をどを述べさせて頂

きたいと思います.

大学の教員には企業のように定期的な人事異動はありませんので,通例は公募に応募すると

いう形で勤務先をかbりますが,まさか自分自身が3つの大学に勤めることになろうとは考え

もしませんでした.

今回は鳴門教育大から奈良教育大へと,教育学部間の異動ということでそれほどの違和感は

ありませんでしたが,最初は理学部から教育学部への異動,しかも新設大学ということでした

ので,なにもかも新鮮で目新しくてなどと悠長に構えておられる心境ではありませんでした.

大学4年(大阪市立大)の折すすめられるまま大学院(MC)に進み,修了と同時に助手に採

用されましたが,助手の果たすべき役割は演習が1コマだけでしたので,院生とそれほど変わ

らぬ生活でした.この状況はそののち講義をもつようになっても変わらず,コマ数が2つ,ち

つ増えたぐらいで,また会議に振り回されるということもありませんでした.蔑何の教官が6,

7名おり,これに院生が加わって結構にぎやかにやっておりました.

こういう環境から昭和60年( 1 985年)に兵庫,上越の両教育大と同じ趣旨で設置され

た喝門教育大に移ることになりました.鳴門に着いて,連日のごとく吹く風に先ず驚かされま

した.この年はたまたま長かったようですが,何時止むか分からぬまま5月の連休終わりまで

1ケ月ちょっと吹き続けたように記憶しています.それまで奈良(田原本町)に住んでいたの

ですが,鳴門は山に囲まれた奈艮とは違って海に向かって開けていましたので明るく広々とし

た印象を受けました.大学はさらに海辺に近く,まだ校舎が建築中で,私達の入る予定の自然

棟が完成していませんでしたので一棟あった人文棟の3階に間借りして,教官5名(現在1 0

名)、院生5名(内現職2名)で数学教室は出発することになりました.この年はまだ学部生が

おらず翌年に初等教員養成課程が,翌々年に中学校教員養成課程が発足しました.完成に近づ

くに従って,会議の数も少しずつ増えていきました.初めのうちは,教官がいろんなところか

ら一時に集まってきた寄り合い所帯ということもあり,けんけんごうごうという場面もありま

したが,コーヒーのミルクが混ざるように少しずつ落ち着いていったようです.この間様々な

経験をさせてもらいましたが,反面のんびり過ごさせてもらったようにも思っています.

今回の奈良教育大への転任はいわば企業に途中入社したようなものですから,前回とはまた

違ったとまどいがありましたが,教室の先生方からいろいろと助言を頂き今日までやってまい

りました.これからも先輩・卒業生諸氏のお世話になることが多々あることと思いますがよろ

しくお願い致します.

3月18日
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JJヽJrf先生をイ思んで

奈良県立教育研究所　上田　常彦

小川先生には最近往年の元気さからは少し体調を崩しておられるとは聞いていましたが、ご健在

でお過ごしのことと存じていました。ところが、丹生君から突然の卦報を知らされたときには、た

だ驚くばかりでありました。もう二度と、先生にお会いしたり、ご指導を受けることができないと

思うと,ただただ悲しさがこみ上げてくるはかりであります。心から、先生のご冥福をお祈り申し

上げますD

私が小川先生の講義を初めて受けたのは、 3 3年前の大学に入学してすぐの時でした。一般教養

の自然科学の分野で数学史のような講義であったと記憶しています.このとき、先生の話し方は、

とてもさわやかでありました。このことが,先生との最初の出会いとして強く印象に残っています.

とても分かりやすく、よく理解できるなあと思いました。

学年が進むにつれて、先生から学問の深さや厳しさを学びました。高校時代から幾らか数学に興

味があり、数学科に進みましたが、理解に苦しむところが所々に出てきて、己の力のなさを痛感す

ることが何度もありました。先生は学生部長をされたりで大変忙しくされていましたが、数学の研

究は続けられ、私たちの在学中に理学博士号を取得されました。ご指導を受けたり、先生の人柄に

触れるにつれ、畏敬の念を抱き、ますます尊敬の念が深まるばかりでした。

4回生のゼミの選択では、私たち1 0人の数学科の内半数の5人が小川先生のゼミに希望が集中

しました。多数でありましたが認めていただきましたQ先生の講座なら分かりやすくてなんとかや

っていけるのではないかと思い、もつと指導を受けたいとの思いがあったのです.複素函数論の原

書味読では、語学不足な上に数学の基礎も十分でなかった私は四苦八苦しました.自分の親ペてき

たところを黒板で説明すると、先生はうなづかれて、 「ところで、そこはどうしてそうなるの」と

温かなまなざしの中にも厳しい問いかけをなさいました。先生は、一見やさしく、穏やかそうでし

たが、授業に対しては厳しかったと思います.先生の学問に対する厳しさは、もつと深く激しいも

のがあったと思います.ゼミの中で、博士玲文について音義をしていただいたのが印象深く残って

います.幸いにも、 5人の同級生がいましたので、いろいろと助けてもらいながらなんとか無事卒

業論文を出すことができました。

先生の人柄や指導技緒は、教員の道を選んだ私に強い影響を与えています。先生からは人間的な

噴かさや誠実さを学ばせていただきましたO教職についてからは、わかりやすく、辞しく、ゆとり

のある授業の創造を目指して頑強ってきました。生徒が活躍する場をできるだけ多くして、数学の

楽しさをわかってほしいと取り組んできました。私の数学の授業を通して、生徒の中から数学好き

が一人でも多く生まれてほしいとの夢を持ち続けたいと思っています0

卒業後も研究会や研修講座などで、何度も先生の講義を受けることができました。また、全国算

数数学研究(奈良)大会の会長として私達をいろいろとリードいただきました.

負い間、私達をお導きいただき本当にありがとうございました。先生のご教示を守って、今後も

頑張っていきます.
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事艮.甲、の暫し→

奈良県立奈良高等学校　　久米　繁

父を昨年12月に亡くし、その悲しみの最中に小川先生の計報連絡を受けました。あまりにも突

然すぎて,まさにこの世の無常迅速を痛感させられました。殊に小川先生は、公私ともお世話にな

り、その報恩ならぬままの我が身は辛く、ただ天を仰いで泣するばかりでした。せめてこの不肖の

弟子にできることとして、先生のご遺徳の一端を綴り、ひたすらご冥福をお祈りしたいと存じます。

私が入学した年は、学生運動もピーク時で東京大学等受験を実施しないところもありました。本

大学も学芸大から教育大へと改名しその是非論、新校舎移転問題や教員養成所設置の反対等でバリ

ケード封鎖をされ、受教場は奈良育英高校で行われたという異常事態でしたoそんな中にあって、

数学科はまとまりよく、先生方も堂々として威厳がありました。 1回生担任の坂口先生からは早速

「何のために数学を学ぶのか」と胸元にあいくちを突きつけられました。そして、これが私と小川

先生との出会いのきっかけになったのです。私はこの課題を逆に先生方に向けてみたのです。この

時の小川先生の解答は奮っていました。

「答になっているかは知らないが、人間各自には『分』があって、植物で例えるなら、現代数学

の最先端をやっておられる方は『毛細根』でどんどん地中に根を張って行かれる。凡人の私は、そ

の栄養分を吸って育つ『文案末節』の役割.しかしこれもなければ数学という文化の花は咲かない

ものだ.ハハハ・ ・ - ・」

小川、塀口両先生の単葉関数論の功績を後になって知る私にはt　この言葉の重さをひしひしと感

じさせられ、今は自戒の書とさえしている。一日の長で、先生面をし、生徒達の前に立っている自

分がないか。小川先生をして、支業末節の部位なら、私ならさしずめ、枯れ葉の堆肥ぐらいか.否、

風に吹かれて路上に滴れ落ち葉となってやっかい者になってやないか。よくよく顧みたい。

また先生のご退官祝賀会のご挨拶では、

「私は、他人のためにと思ってやって来たことが却って相手の方にとっては、有難迷惑ではなか

ったか。独善的ではなかったかと反省することもありました。一・一」

この言葉が印余的でした。常に自分に厳しく他人には優しい先生でした。柔和で、包容力があり、

特に学生と共に歩んではよく面倒をみて下さいました.このお人柄からか、数学という一見温かみ

を感じさせない学問も先生のフィルターにかかれば、生き生きと息づく魅力あるものに変化しまし

た.数学と数学教育の在り方等といった二元論を超越し、数学を通して生きる喜びの発見や感動を

与えて下さり、教師として最も大切な心の持ち方を実演され身をもってお示し下さいました。

こうした偉大なる師を持った私の喜びは大きいものの、一向にその教えが身に付いていない不明

は重罪にも等しい。今後は日々報恩精進し、世のために役立てたいと存じます。

(合掌)
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JJヽJff先生をこおt巨二語をこなったこと
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大学附属中学校-油阪)で小川庄太郎先生とご一緒になったQお体のことなど伺っていたら、比較

的お元気で、まだまだこれから先生にご指導を仲がねばならないと思ってお別れしましたぐまさか

あJj時が小川先生にお目にかかる最後の機会だとは夢にも思っていなかったのに、それから4ケ月

余り後に先生の計報をお聞きすることになりましたO

私は昭和2 7年に奈良学芸大学(今の教育大学)に入学し、私達数学専攻の老1 0名は小川先生

-:こ.-II. -'Jr.∫:日.丁'・・V3"*・..;・・・　きして1.、一:T∴、一二　・し*xここも.*,・　て、 <・.-*<' 、 Tp叫-・てv,,!一・-.-:、 .?<*'.'

積分ー測量及び計測、函数論、解析学等小川先生の講義がいちばん多かったO

入学してから、小川先生の最初の授業は代数学だった。 「一般代数学」というテキストを使って、

2時間目から演習問題を服に指名し、黒板に解答するよう言われた。高校の時の習慣が残っていた

のか、予習もせず授業に疎んだものだから_ほとんどの者が黒板の前で立ち往生して困り果ててし

まった。まもなく顕しいお叱りがあるのではないかと内心思っていたが、先生はそのことには一書

も触れられず,席に戻るように言われた後、私たちに代わって解答してくださった。

後日になって.先生は高等師範ー大学時代の寮での勉強ぶりをお話され、あの時直接注意をせず

に_温情あふれる形でもう少し勉強せよと言われたのだと、いくら鈍感な私でもすぐにわかった。

そんな様子だったから、この代数学のテストの中身は散々だった、当時も確かIOO点満点申、

6 0点以上ないと単位は与えられなかった筈だったが、問題は半分も解答できなかったのに、蒜菜

を見ると、なんと合格点をつけてもらっていた。

卒業後5年経って、私は昭和3 6年から今日まで附属中学校に勤めることになったので、小川先

生には本当にいろいろとお世話になりました。

○教育実習の研究授業に来ていただき、教生よりは、むしろ附属教官がその教材のもつ本質や背

景を教えていただいた。

○奈良県算数数学教育研究会の顧問をしてもらって、研究会では何回もご講演をお願いした。

ONSKGの集まりでは、外国の数学事情、数学教育の歴史的なことなど、あまり聞けないお話

も何度か聞かせていただいた。

○附属中学校の何回かの研究会では、発表内容について事前にご指導をいただいた上、当日は指

導者として、適切な助言を、しかも私たちの側にたってしてくださった。

こと等,ご指導していただいたことを葺けば限りがありません。小川先生、本当に長い間(私にと

っては40年余)ありがとうございました。心から先生のご冥福をお祈り申し上げます8

-6-



JJヽ)日先生と思t'ヽ出すこと

元三笠中学校校長　　松太　武

ここ何年か一散学研究会の総会でお顔を見ないと思っていましたら、福永成則先生から御逝去の

電話を受け吃.驚しました。お通夜におまいりさせていただきました。ご逝去を悲しむかのようなそ

ぼ降る雨の中を沢山の方が墳香に見えておられ、先生の生前の徳が偲ばれました。

先生にはいろいろとお世話になりました。学生の最後の時は、ゼミの指導教官としてご指導いた

だきました。 "複素変数関数論Jlの題の外書講読で、元庄央道夫君と、一緒に勉強しました。数学

の上に、全然駄呂な英語の訳という二重の十字架を背負い、悪戦苦悶しましたD予習が間に合わず、

二人で共謀してサポッタこともありましたG温厚で、誠実な先生で、できの惑い生徒を見捨てるこ

となく面倒を見ていただき、どうにか教師になれて、 40年勤め上げましたo

勤めてから、奈良市の数学指導委員を命せられたとき、ご挨拶に伺ったら、今やっている研究会

で勉強しないかとお誘いを受け、仲間入りさせてもらいました　NSKG (奈良数学研究グループ)

といい、高校・中学・小学校の現場の先生方が.小川先生を指導者に、外国.特にアメリカの数学

教育の流れや現場での指導方法等をお勉強しておられました。例会では、実のある実践研究が発表

され,随分勉強になりましたG特に.図形の指導、関数の指導では、私の仕事に大変役に立ちまし

た。この研究会は小川先生がほとんど運営費をポケットマネーから出されていたと聞いていますO

先生が定年で大学をおやめになるとき、退官祝賀会をもとうという藷が出て、一期生の細谷義孝

先生を委員長に実行委員会がつくられました。私も委員の一人に加えてもらい、何度か細谷先生と

一緒にお宅-もお伺いし、いろいろとお話を開くことができました。祝賀会は,先生のご講演もあ

り、既に退官されていた竹村弘先生や他の先生方、卒業生も多数ご参加いただき、山田ホール満員

の盛況で、先生にも大変喜んでいただきました。

またこれを機会に数学研究会の会誌を発行しようではないかという気運が盛り上がり、松本博史

先生を中心に発刊の準備が進められました。 〃飛火野〟という名で,昇1号は、小川先生退官記念

号とし、先生の論文を軸に据えて発刊されました。三号雑誌にはならないようにしようという初め

の顧いは、松本博史先生や、その後の編集者の努力で、毎年発行され、この号で第9号を数えるま

でになったことはうれしい極みです。どうかこの会読が、卒業生と在校生を結ぶ架け靖として、ま

た、研究論文発表の場として、いつまでも続いてほしいものです。

数学研究会で先生のご講演を拝聴できるのを奥しみにしていましたが、できない相談となりまし

た。

ご冥福をお祈りいたしますQ

-7-
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日本語1」TEXの講習会

浅井照明

平成5年4月　20日

講習会に至るまで.御存知の方も多いと思いますが,数式まじリの文章を比較的簡単に

印刷することができる計算嶺ソフトに聯(テックもしくはテフと読む)あるいは塀に

拡張韻能をつけた岬(ラーテックもしくはラテフと読む)と呼ばれるものがあります・

堺はもともとDonaldKmthによって作られたソフトで1970年代の後半頃からあるよう

ですが,日本語化されたのはずっと遅く1980年代後半になってからで,当初は高価なペー

ジプリンターがないと印刷ができなかったためあまり一般に普及するまでは到らなかった

のではないかと思います.しかし,比較的安価な32ビットパソコンが普及し始め,塀が

ドットプリンター,インクジェットプリンターなどでも印刷ができるようになり,更に1年

半ほど前に

奥村靖彦　^TjjX美文書入門　技術評論社

が出版され,それがヒットしたころから人気を呼ぶようになっているようです.

時間が前後しますが,16ピットのPC9801が世にでて,一太郎などのワープロソフトが

よく使われ始めたころ,ものすごく困ることがありました.数学教室でまず真っ先に手を染

めたのが当然学生たちです.しかしながら,御存知のように初細のワープロソフトでは数式

は極めて書きづらく,またワープロに慣れていないことも拍車をかけてまことに見栄えの

悪いものでした(実際手書きの方がましであったと思います).しかし,一方で数学科の学

生が計算積を使うことに水を差すわけにもいきません.ワープロで数式を書くための質問

をされても,私自身は一太郎を数式月に使用することには見切りをつけていたため,閉口す

る巷面になることがしばしばでした.もっとも色々話しをすることから,例えば数式の上付

普,下付きや,分数などには半行改行をする手段とか,はたまた外字作成には画面用のもの

とプリンター用のものが必要であるなどのこともおぼえるハメになり,多少はましなこと

になって行きました.

そのうち一太郎に組み込んで数式表示を容易にするソフト(数式VAF)がジャストシス

テムから発売になり,これを学生たちに使わせることを考えましたが,複雑な式に関しては

数式VAFの作業はかなり大変なものでした.もうこのころには呼はすでに数学教室の

ページプリンタ-では印刷できていたのですが一枚当たりの経費が10円～15円ぐらい

であったため,さすがに学生全員に自由使用させるわけには行きませんでした.

Q



数式まじリの文章を出力(or印刷)することに関しては塀が非常にすぐれていること

は,私も実感として身にしみていたのですが,いくつか困ることがありました.その一つに

ページプリンターが必要であることがありましたが,この点はソフトの改良がなされ,ドッ

トプリンターでも出力できるようになれば問題がなくなります.それ以外にも問題があり

ました・その理由を説聯するには1班で文章を出力する方法を説明する必要があります.

塀の原稿はほぼ普通の文章と芋で始まる文字列からなっています.芋で始まる文字列は

コントロールシークエンスと呼ばれ,これは印字方法を指示するものです.例えば

苛皿edskip

とすれば,中くらいの行間隔(mediumskip)をするとか,

苧Iarge

とすれば,それ以降の文字を大きくするというものです.無論このままでは印尉できないの

で,1班で処理する(コンパイルする)必要があります・そのときdviファイルと呼ばれる

ファイル(ofデータ)が作成されます.このファイルには文字あるいは数式の相対的な大

きさおよび位置関係のみが記述されています(要するに「比」のみ記されている)・こうす

る理由はパソコンのディスプレーとプリンターではドットの密度が違い,またプリンター

同士でもドットの密度が違うと言う点にあります.そのため「比」のみを記したデータ(of

ファイル)の方が都合がよろしいことにあります.もっとも,文章を書き直すたびにコンパ

イルをして,またそれを画面上に表示するには,計算嶺のスピードが速くないととても使い

物になりません・しかし最近,普及品の32ビット嶺が出回り始め,ようやく機が熟した感

があり,去年の夏頃にゼミの学生を対象に日本語岬の講習会を試みてみたところうま

く行きそうに思えたため,今年の春休みに更に数学科学生の有志を対象にして講習会をし

てしてみました.そのときのテキストが次頁以降に掲載されているものです.

春の講習会は2,3日にわたるものでしたが,経過はすこぶる滑子がよく,また夏休みに

でもすることになりそうです.

参考までに付け加えると,数学科の研究室で主に使用されているのは奥村春彦の本に紹

介されている

EXE386版　ASCII日本語塀

です.マニュアル付で本屋で売っているものとほぼ同じです.また計算機は各研究室とも

PC9801DA

ですが,今年に入ってから低価格でずっと高性能なパソコンが売られていますから,少々時

代遅れになっているかもしれません.
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講習会テキスト

忠で囲んだ部分が実際にテキストエディターで書き込む部分です・日本語岬では円

マーク芋を表示させようとすると＼になってしまいます.円マーク芋を表示させることも

無論できますが少しややこしくなるのでテキストでは＼のまま放置してあります.そのた

め以下では＼は芋に読み変えてください.またファイル名は必ずtexをつけないといけま

せん.各々の実例には適当なファイル名がつけてありますからそれを参考にしてください.

併0. sampleO.tex(ともかく書いてみる)

＼docu血ent style{j art icle}

＼beginldocument}

日本語＼LaTe工

を使って文革を着く.

＼ endtdo cument }

出力結果

日本語岬を使って文章を書く。

プログラム説明

BT#のテキストでは＼で始まる青葉は符ETlな意味を持ち叩コンパイラーに文書

の整形方法を指示するもので,コントロールシークエンスと呼ばれます.

＼documentstyle-Cjarticle}　によって文章のスタイルをjarticle (Japanese articleの

普)に指定し,

＼begin{document }

＼ endi do cument }

の中に文章を書きます・文章のスタイルにはjarticle以外にjbookなどがありますが,大

抵の場合jarticleで十分です・なお＼LaTe工　はLaTeXのロゴ的捗を出力するためのも
のです.
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例1. samplel.tex (空白の扱い)

＼documentstyle L12pt , a4j】蝣Cjarticle}

＼begin{docu皿ent }

(＼bf b) Farey数列)

＼medskip

Farey数列を格子点を用いて証明をしよう.

＼皿edskip

t＼bf　定義　2.3}　　正の整数　SnS　を一つとる.分母,分子ともに　SnS　を

越えない自然数によって与えられる既細分数に　$08　を合わせ,これを大きさの

膚に並べる・これを　SnS　に対するFarey数列という.

＼bigskip

例2.6. S n=5S　とすれば,区間　S【0,1]S　の上に, $5S　に対するFarey

数列は

＼[ ＼frac-COMl}, ＼frac{l}{5}, ＼frac{lK4>, ... ＼】

＼end{document }

甥fflgm

b) Farey数列

Farey数列を格子点を用いて証明をしよう.

定義2.3正の整数nを一つとる.分母,分子ともにnを越えない自然数によって与え

られる既約分数に0を合わせ,これを大きさの境に並べる.これをnに対するFarey数

列という.

例2.6.n-5とすれば,区間[0,1]の上に, 5に対するFarey数列は

0 1 1

1'5'4'…

-ll--



プログラム説明.

(I)空自に開して　塀では原則的に

1.空白が何個あっても1個とみなされる.(テキストを見やすくするために何個でも空

白を入れてよい.)

2.空行が何行あっても1行とみなされる.また1行あいていれば段落の終りとみなさ

れ,次の行がインデントされる.

そのため,空白をあけるには

1・ ＼hspace{長さ)は文字間の空白(horizontal space)

2・ ＼vspace{長さ)は行間の空白(verticalspace)

が用意され　長さの単位としてはcm,mmが使用できますが,空白の半角文字を挿入するに

は＼＼＼＼＼のように空自の個数の数だけ円記号を挿入する方が簡単です(但し＼＼と

すれば改行です).行間の空白は

1・ ＼皿edskip　中くらいの空き(mediumskip)

2・ ＼bigskip　大きめの空き(bigskip)

を使う方が普通で,こうすれば改行巾を変更したときに自動釣に空きを謝節してくれます.

また,段落の最初で　vnoindent　とすればインデントしなくなります.

(II)文字のフォントに開して　文中で＼bf　とすれば,それ以降の文字がすべて太文

字(boldface)となります・特定の文字のみを太文字にするには例えば(＼bf定義)とし

ます・文字を大きくするには,同じ要領で＼large　を使用します・

(Ill)数式,記号に開して　数式を文中で使用するときはhS　のように両側をドル

マークではさみます.ドルマークではさんだときはnと表示され,そうでないときはnと

なります.違いに注目してください.

以上は文中での数式の表示ですが,数式を別の行に表示するとき(ディスプレー数式に

するとき)は数式を＼【・・・＼】で囲みます(これは岬の命令). SS...SS　で

囲むだけでも十分です(これは塀の命令).

(Ⅳ)ディスプレー数式に園して　数式を文中で表示するときとディスプレー数式とし

て表示するときでは違う点があります.分数(fraction)は＼缶ac{3H100}　のようにすれ

ばすぐ表示できますが,文中で表示すれば志となりディスプレー数式で表示すれば

3

ffiE

となります.文中でも＼displaystyle＼王rac{3M100>

-12-
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例2. sample2.tex (添え字の故い,複数行数式)

＼documentstyle [12pt ,a4j] |jarticle}

＼beginidocument j-

SK[x_l, ＼cdots, x_n]S　の多項式が,不定元$1.1, ＼cdots x_nS　に

どのような置換をほどこしても変わらないとき,これを変数

Ss-1, ＼cdots, x_nS　の(＼bf対称関数I　という.

たとえば,和,積,累乗和Ss_m = ＼Su皿_(＼nu = l}-{n> x_{＼ml-也)S

などがそうである.

新しい不定元SzS　をとって,

・/.

＼beginieqnarray}

f(z) ft=食(z-x 1)(z-L2) ＼cdots (z-x_n) ＼＼

&=象z~n - ＼sigma_l z~{n-ll + ＼si伊a_2 z*{n-2} - ＼cdots

+ (-i)-n ＼si伊a-a

＼end{eqnarray>

y.

とおくと, SzS　の累乗の係数

・/.

＼beg in{eqnarray*>

＼sigma_l量=ft x_l + x_2 + ＼cdots + x_n ＼＼

＼sigma_2量=曇Llx_2 + x_lx_3 + ＼cdots + x_{n-1}x_{n} ＼＼

義教＼cdots ＼cdots ＼cdots ＼＼

＼sigma_n t=曇x_lx_2 ＼cdots x_n

＼ snd{e甲iarray*>

・/.

は明かに,対称関数である.これらをSLl, ＼cdots　　_nSの

(＼bf　基本対称関数)

と呼ぶ.

＼end-Cdoci皿ent}

出力結果

Klc1I---.3巾]の多項式が,不定元ォ!,・・・znにどのような置換をほどこしても変わらない

とき,これを変数*!)・*':。..の対称関数という・たとえば,和,乳累乗和a--∑V-¥x㌻

などがそうである.新しい不定元Zをとって,

f(z) - (z-xl)(z-x2)- (*-*-)

-　z　<j¥zn 14-c2z巾~2--+(-1)-
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とおくと,Zの累乗の係数

ax　=　xl+x2+　　hxn

o"2　=　ZiZ2+xIX3+-　+xn_1*B

vn　=　xxx3'‥E～

は明かに,対称関数である.これらをzi,・・-,**の基本対称関数と呼ぶ.

プログラム説明.

(I)上ツキ,下ツキ　数式モ-ドの中で

1. x_l　とすれば2;1

2. x'2　とすれば2:2

3.x_i~2　とすればz至

4・東_{n-i}-{15}　とすれば£芝1

となる・但し＼sum_in=l}一＼infty a_n　は文中では∑n=lq.となり,別行の数式では

云an
n=l

OO

となる・しかし,文中でも＼displaystyle＼和血_{n-l}-＼infty a_n　とすれば∑anの
n=l

ようになる.権限記号＼lim　積分記号＼int　なども同様な翁舞をする.

(I王)ギリシャ文字　ギリシャ文字は＼に掛ナて,英語のつづりを書けばよい.

(Ill)複数行数式　複数行の数式を書くには2つモードがあ})

1. ＼begin{eqnarray} -.. ＼end{eqnarray}　では自動的に数式番号が付けられ,

2・ ＼begin!eqnarray*}... ＼endieqnarray*}　では数式番号は付けない・

これらのモードのときには　SS ... SS　ではさんではいけない.また等号などを　t t　で

はさむ必要がある・そうすれば等号などをそろえてくれる・不等号<,>あるいは≦( ＼le ,

less than or equal), >いge , greater than or equal)などでも同様である.各数式の最後

には改行マーク　＼＼　を必ず付ける.

(IV)その他　数式モードでは

1. ＼cdot　は1個の点(centraldot),

2. ＼cdots　は3個の点

を意味する.また,ある行で'/.を使えば,・/.より後ろはコメントと見なされる.上で使

用したのは行が詰まりすぎて見にくかったためである.
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例3. sample3.tex (立体数式)

＼documentstyle [12pt , a4j] {jart icle}

＼b e g irv{d o cument }

I

＼sum_{n=l}~＼infty ＼frac{lHn~s} ＼ ＼ (s > o)

m

はSs>1S　ならば収束し, SS＼lelS　ならば発散する.

＼b ig skip

t＼bi証明) ＼ ＼ Sx>1S　とすればS＼displaystyle＼lrac-CIMx~s}S

は単調に減少するから

m

＼int_n~{n+1} ＼frac{dx>{x-sJ　く＼ゴrac{l}{n-sI

< ＼int_{n-1}~{n> ＼frac{dェIfX~S)

n

故に　¢S>1S　ならば

I

＼sun_{n=2}一hI ＼王rac{lHn*s>く＼int l"m ＼王rac{血ItX~5)

く＼int.l一＼infty ＼frac{dxHx*s} = ＼缶ac{lHs-ll

SS

従って　S＼displaystyle＼Sun ＼frac{lHn-s}S　は収束する.

故に　Ss>1S　なる区間において

S＼displaystyle＼su血_-Cn=l}~ ＼infty ＼缶ac{lHn~ s}S

の和はSsS　の関数である.それを　S＼zeta(s)S　と書く. S＼Zeta(s)S　を

Riemann　のゼータ-閑散という.

次に　Ss=l*　とすれば

SS

＼stuQ_{n=13"一丸＼frac{lHn} > ＼int_1-也+ll ＼frac{dxHェ)

= ＼log(m+l)

m

故にS＼displaystyle＼sum_-(n=l}~＼infty ＼frac{l>{n}Sは発散する・

Ssく18　ならばなお強い理由で発散する.

＼ endido cument }
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出力結果

主よ(*>o)
は&>1ならば収束し,B≦1ならば発散する.

証明　C>1とすれば土は単蘭に減少するから
X'

J>n+1

Jn

dx
-　<　-

nl

v-1　/

n*

・j誓-ふ
故に3>1ならば

従って∑吉は収束する・

故にS'1なる区間において云主の和はSの関数である.それをcwと書く・CMを
n=l

Riemannのゼータ-開放という.

次にB=1とすれば

nil呈/m+1窒-log(-+1)

故に計ま-する.3<1ならばなお強い理由で発散する・

プログラム説明.

数式で表示される記号は原則としてイタリックであるが,指数開数,対数開放, 3角関数

(erp,log, sin, cos, tan)などは印樹上立体(or Roman)で表示される・ (＼rm log }　のよ

うに指定してもよいが,

＼e呼　＼los　＼sin　＼cos　＼tan

で指示する方がやさしい.
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例4. sample4.tex (場合分け,配列)

変数S x,y Sについての1次変換

SS

＼1eft＼(

＼beginiarrayHc c l}

Xと=量rx'+sy'＼＼

y ft = ft ts'+uy'

＼ endi array}

＼right.

SS

すなわち

SS

＼left(

＼begin{arrayMc }

Ⅹ＼＼

y

＼end{array}

＼right )

＼left (

＼begin{array>{c c>

r t　5 ＼＼

t t u

＼end{array>

＼right )

＼le王t(

＼beg in-CarrayHe}

3HG

yI

＼ md{array>

＼right )

¥leqno(3.3)

m

を考える.

ー17-



出力結果

変数x,yについての1次変換

すなわち

(3.3)

柁I+sy'

is'+ uy'

[yj [iu)[y'

を考える.

プログラム説明

(I)産列の出力　行列,あるいは配列を出力するには

*li

＼begin-CarrayHc c c>

100　を　120　量　iooo ＼＼

ft　7　　　ft　30

＼end{array}

SS

mrnmi
lOO　120　1000

30

のように出力されます. arrayの構文では成分は数値でも,数式でも構いません.

＼begin{array}　に続く　t I　の中で

c...中央1...左揃え　r...右揃え

で成分の表示法方を指定し,成分は　量　で区切ります.また寵列を括弧で囲むには

＼left(　-・ ＼right)

＼1eftI　-・ ＼right|

＼1eft＼モ　ー＼right＼)

)
　
　
-
　
　
}

w
　
　
　
-
　
　
　
i
-
J

を使月します.左括弧,右括弧を表示しないためには

＼left.　またほ　＼right.

を使用します.
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m

＼begin{arrayKc I r r r r r r}

¥mbox{素数)　と2食3t S&7女11食13 ＼＼ ＼hline

＼血　　原始林)と　よ2曇2食3食　2曇6

＼endiarray}

SS

昭IWiVr!

となります.なお

＼mbox　　数式中での文字出力

＼hline　横線(horizontal line)



--_　>　sr-* -HTTT rfFtl　　　ヽ7　ふ　. ＼ J　ト　vl->　　　ヽ . 、-? _二二　J　′h補汀`己妄

Xウインドウ・システムの概要

河本　由美子

L岬岬加.叩叫脚職.叫.叫4〝。_。'**rsjmrs*m*/^myj*^/J'^At*"S.*^s/*m?^m/Ammr/jmr/*mr/*mr/^*/jt&/jmmA**r/<*mr/m*'/J**r/*mrt加柵J

教育実習センターには、グラフィックワークステイションとして、 Ⅹウインドウ・システム

があります。

このコンピュータでは、点や線、様々な関数のグラフが描けるのはもちろんのこと、いろい

ろな書体で文字を書いたり、ある1つの図柄のパターンを決めて、その図柄で画面を埋めたり

することもできます。

PC98シリーズのパソコンなどに比べて優れていることは、とてもたくさん色を使うこと

ができることと、画面の処理が速いことです。例えば、 pC98シリーズのパソコンで描くと

4時間かかる絵が. Xウインドウなら、 5分ほどで描けてしまいます.

もうひとつの特長としては, UNIXをOSとして使っていて、マルチタスクであげられま

す.マルチタスクというのは、社数のプロFラムを同時に実行できることです。国昭に仕事を

行うことができるので非常に効率がよいのです。

では実際に、このⅩウインドウを使って何かを描いてみましよう.

くⅩウインドウ・システムの使い方〉

まず,このコンピュータを使う前に、教育実習センターに登録して、自分l og名とパスワ

ードを設定してもらいます.この2つがないとⅩウインドウは使うことができません.

Xウインドウ・システムの前に座ると下の図のような横材が日に入ります. (図1)
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横から飛び出しているのは　rマウス」です。マウスは、マウスシートの上に置いたまま、動

かします。少し動かしたら、それまで灰色だった画面が、次のように変わります。 (図2)

次に自分のl og名をキーボードからち込みます。打ち込んだら、画面に自分のlog名が

でますD打ち間違えたらDeleteキーかBack Spaceキー　を押して直します.正しく打てたら

Enterキーを押します。すると、カーソルが一段下のパスワードのところに行きます。それから

パスワードを打つのですが、パスワードは画面には、表示されません。パスワードは自分だけ

が知っている暗号のようなものです。だから、他人に見られないようになっているのです.パ

スワードを打ち込んだら、 Enterキー　を押します。もし、打ち間違いがあったら,画面上に

fLogin failed , please try again j　と出ますから、 Lo g名から打ち直して下さい。さて、

うまくパスワードまで打ち込んでEnterキーを押したら、次のような画面が出てきます。

(図3)

av310cX

I
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中央の四角い箱は、ウインドウといいます。この上にプログラムを香いたりします.バック

の灰色のところは,ルート・ウインドウといいます。ウインドウが表示されたら、マウスを動

かしてみて下さい.マウスの動きとともにスクリーンに表示された記号が動きます.この記号

をマウス・カーソルと呼びます。マウス・カーソルはルート・ウインドウ上では〃Ⅹ"で表示

きれます。中央のウインドウへマウス・カーソルを移動すると、ウインドウの淵が灰色から水

色に変わり、マウスの表示も'' I〟に変わります.マウス・カーソルが表示されているウイン

ドウをアクティブ・ウインドウと呼び、キ-ボードやマウスから入力を与えることができます.

アクティブ・ウインドウは位置を動かしたり、大きさを変えたりすることができます.たくさ

んウインドウを作ることもできます。

さて、プログラムを作るためには、 viというエディタを起動させます。これからviを使

ってy=Ⅹこの放物線を描いてみましよう。今、画面には、 av310c方I　というプロンプト

が出ていますから、その後に、 viと打ち込み、ひとマスあげて、自分の好きなファイル名を

打ち込んで、すぐ後に「. C」と打ち込みます。これから作るプログラムに名前を付けて、整

理しておきやすいようにするのです。 rc」というのは, C音譜でプログラムを作るという意

味です. Xウインドウでは、常にC書籍というものでプログラムを書きます.ここでは、仮に

ファイル名を　rka ns ulH　としましょう。

av310ガ　　　vl annsuu　　砲←　Enterキーを押す

すると、次のような画面になります。 (図4)

l iiiii
量

..、′

′. .′

′} I

( .′

′〉

′.、′

k a n s u u . c [ N e w f i l e 〕

図　4
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viにはたくさんのコマンドがあります。コマンドとは、コンピュータに対する命令のこと

です.まず、 iというコマンドを入力して,画面を入力モードにします。入力モードにしない

と、プログラムは書き込むことはできません。

i　(団は不喪) iは入力されても画面に表示されない.

このiコマンドのようにviのコマンドは、入力しても画面に表示されません。画面が変化し

ないからといって慌てなくて結構です。ちゃんとviは入力モードになっており私たちがプロ

グラムを入力するのを待っていてくれます。

--v2y=xのグラフを措くプログラムは次の迫りです。(図5)

障憲:三i工:L∴rj.t.j
l1.i.>

main'>
{-◎
Oispl叫・dl
rllal-M'B'U
lntt.x.リxl.yl:
GCgc;
XSetUlndo鵬ttribリtesa:

dサXOpenOlsplau<NULU:

ォ= XCt・eateSlmpleUlndou ld.Root泡.u td′0).10.10.800.600.2.0.

a.override_redlrect　蝣1:

XChangeUlndolJAttrlbute♀　fd.】.CIJOverrideRedil'曾ct.サa>

XMapUindou (d.w):

EC ' XCreateGCld.u.0.0):

XD-・atAlne　<d.w.gc.0.-)50. 1000. 450日
XDraWLlne fd.u.gclOO.0.-100.600> :

for　<t=0;t<500;t+*>{
t-250!

己　rサrr*.
xl　蝣　x+400:

ul　= (-0.01)-y*450:
XDrauPolnt fd.w.gc.`1.U>>:

)

Ha UUiMcir
getchar　日..

∫

ーk鵬uu.c" 32 llneS. 587　characte門

コ◎
I):-◎

図　5
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㊨-　rく」と「) 」で囲んだファイルを読み込んできます.この3つのファイルはプログラ

ムを書き込む上で大切な役割をしているので、必ず読み込みます。

⑧- C音譜でプログラムを書くときの決まり文句で、ここからプログラムが始まることを意

味します.

㊨-プログラムの中では、長い文字列を短い文字列(1文字が多い)で置き換えたりします。

そのときに使う文字は,変数と呼ばれます. C言語は変数を使う前に必ず使用宜書をし

て、その変数の確繁を明確にしなければなりません。それを行っているのが、ここです。

⑧- Ⅹウインドウには、ウインドウを作れば、そのウインドウに腰手に淵がついたり、ウイ

ンドウの位置をプログラム通りには出さず、一定の取り決めによって位置を変えて出て

くる機能があり、これをウインドウ・マネージャといいます.教育実習センターのⅩ

ウインドウでは、これを放り払わないと、線やグラフは措けません. ◎では、その作

業を行っています.

㊨- Ⅹウインドウの戟能を使うことができるようにします。

③- 1つのウインドウを作ります. d　とRoot Windou(d,0)は、

決まり文句としてかならず書きます。次の10,10は、作るウイン

ドウの左上の座標で、 800は横堀、 600は高さ、 2は枠の帽、 0は

枠の色(点) 、 1はウインドウの内部の色(白)をあらわしてい

ます。ウインドウでは、グラフを描くにしろ、文字を書くにしら

必ず、この手順でウインドウを作り、その中に入力します。

㊨-　ウインドウが目に見えるようにします.

1 0

1 0

0

I . .

8 0 0

0 0
i

6

(抄一縦軸と故軸を措きます.

①-　y=x2のグラフを描きます.

Q) -今までの処理を速く行います.

㊨-　これがないと、実行後、ウインドウは一瞬のうちにして消えてしまいます. getcharは

キーボードからEnterキー入力があるまでプログラムを終了させないで保持させるた

めに使われています.

このプログラムを打ち込むためには、たくさんのコマンドを知っておくと便利です。もし、打

ち間違いがあったら、いったんESC (エスケープ)キーを押して、入力モードを抜けてから、

下記のコマンドを使って直して下さい.入力モードを抜けなかったら、カーソルを匡】キーで

自由に動かせないし、コマンドを使おうと思って、何かのキーを押しても、その文字が画面に

表示されてしまうのでコマンドの役割を果たしません。

a　-カーソルの右にテキストを追加する。

A -カーソルのある行の末尾にテキストを追加する。

C -カーソルのある文字から行までの末尾までを変更する.
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G　一一。-何か数字(例えばnとおく)を押してから、 Gを押すと、カーソルがn

行目に移動するc

i　一一　人カモードにするG

L)　カーソルのある行の下にテキストを入力する,

O　　入力された文字で、今までのテキストを1文字ずつ置換していくc

u　一一・一一最後の変更を取り消す。もし間違って1行消してしまっても、 LTを押せ

ば廼ります。

Ⅹ　---・カーソルの位置にある文字を別線するQ

dd　一一　カーソルのある行を削除する。

これらが主によく梗うコマンドですO　他にもコマンドはたくさんありますから、もし邪りた

くなったら、 UNI Xの説明書を見て下さい。

これでプログラムはできました　ESC (エスケープ)キーを押して,入力モードを抜けて

から、  :wq　と押して、リターン・キーを押します。これでプログラムをファイルに納め

てviが終了します。次に行うのは、コンパイルという仕事です。コンパイルとは人間の読め

るプログラムを一度に朝訳して、コンビェータが読める(実行できる)プログラムに変換する

ことです。

コンパイルをするためには、　av31Oc%　遍　　の後に、

cc -o　　垣凹旦　垣竺旦旦　　-1Xll

ファイル名　押イル名

と打ち、リターンを押します。もしー　プログラムに間違いがあればー　この時にコンピュータ

が見つけて、エラー・メッセージを出します。エラー・メッセージが出たら、

vl ansuu　国

と押し、プログラムを直して下さいO

プログラムが完全にコンパイルできたら、再びav310c%　書　というプロンプトが出ます

から, kansuu　と打って　Enterキーを押します。すると、プログラムが実行されて,次のよう

なグラフが描けます。 (図6)

Enterキーを押せば、~グラフは消えます。
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図　6

この図は、プログラムが全部見えるように、中央のウインドウを移動させました。これに色

を付けるためには、 kansuu.cとは別に、もう一つファイルを作らねばなりません.そのファイ

ルを　MyColor.c　と名付けます。 MyColor.c　は、次のようなプログラムです.

辛 include　<Xll/Xlib.h>

# include　<Xll/Xutil.h>

# include　<.stdio.h>

unsigned long　月yCoユor(display,color)

Display　*display;

char　*color;

(

Color皿aP C血ap;

XColor cO.cl;

cmap = DefaultColornap(display, 0)J

XAユユocNa皿edColor(display,cmap,color,&c 1 ,4c 0 ) ',

return(cl.pixel);

-26-



たかが色を付けるのに、わざわざ面倒と思われるかも知れませんが、一端このファイルを作

ってしまえば、いつでも色が使えるので頑張って作って下さい。そして、 y=Ⅹこのグラフに色

を付けるために　kansuu.cのファイルに一　次のプログラムをつけ加えます。

unsigned long color[lj;

color[0]=MyColor(d,"red");

XSetForeground(d,gc,color[0])

(Window v'j　の後に加える)

(X朽apWindov(d,甲);の前に加える)

(XDrawPoint(d,w,gc,xl,yl)の前に加える)

プログラムの中身を変えたので、再びコンパイルをします。

その時には、　cc -o kansuu kansuu.c HyColor.c -1Xll　と打ってから　Enterキーを押し、

コンパイルを行います。この後　kansuu　と打って、 Enterキーを押すと、プログラムが実行さ

れて、 y=Ⅹこのグラフが赤くなります。 (図7)　redの部分をviolet,green,yellow,などと

好きな色名に変えれば、その色でグラフを描くことができます。　Ⅹウインドウの使用を終え

るときには　av31Oc%　　　のプロンプトが出ていることを確かめてからCtrKコントローA)辛

ーと、 d　を同時に押しますoすると,図2の画面に戻ります.

Xウインドウは少し難しいところもありますが、慣れれば幅広い使い方ができます.複雑な

グラフィックになればなるほど、その威力を発揮します。グラフィックに興味のある方はもち

ろん、何かちょっとしたグラフを描いてみたいという方も、どんどんⅩウインドウを使いに教

育実習センターに来て下さい。

-　red　<サいォササ>

サi*el-　-J′

VIIt-vJ
ヽl talarllli

scササ;**""* "* '
HnVi.-.i

ー.叫.′一I一°1～.仙り
サ・　XCr-t-　　1　　　　　.hわー1　　　　°),1° 1°.P 捕.I.°.H
J,°　す一-_′

=.怒㍍L㌢芯1ニ　　・C恥-.'>サ*W<Kl-1叫
叫LIt   ld.-1J

私・M-in.浩'.U'。".ぷ:1。払'.*サ・・
か-　　　　d.　　　一カ.°.棚.1くわI J

1°′ ll・Oilt*サ!f>(

仙J
一°.ei i-~ -ォ*Jt

こT3CTP〟

Ti^TT-.-Hm tJS>LBIP　ニJ

l°lr

図　7
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河上研究室卒業生

坂倉　亜樹

斑atheuiaticaはまず、自分は何をやりたいのかと言う目標を持ってからとりかかって下さい.　マ

ニュアルを読んで全部の故能を理解しようとしても、量が多すぎてとても無理です.　ある部分から

使い初めそれを発展させ、次々に興味を持った方向へと進むうちに色々できるようになっていくこと

と思います.　最初の目標とするものの例をあげると

①　桁の多い数の四則演算

②　行列の演算(行列式,逆行列など含む)

③　式の展開

④　関数f(x)の入力とx=aの時の値

⑤　方程式の解

⑥　2次元グラフィック

などが無難でしょう。

それではグラフィックを措かせるまでの手原を書きますので、実際に試してみて下さい.　(河上

研究室のPCの場合です。 IBMの方は殆ど同じですが、まるっきり一緒ではありません. )

1.　はじめに

ぬthematicaの起動のさせかたからです。

(1)ハイディスクのスイ・)チを入れ次に本体のスイ・)チを入れる

(2)画面上に''頒域①～⑧ (①～④までしか内容は書かれてない)''が出たら

リターンキー

(3) Aドラげ　のたユーが表示されるがそのまま"MENUの終了"で

)1番÷:-薮轟妄;

(4) A:讐〉の次にかゾルが出たら　生:ll:タ.と;ン発走

(5) E:肇〉の次にカーソbが出たら　望垂,y頒薫.:芝葺曇

(6)プげラムマネイヤーと上に書かれたウインドウの画面が出る

マウスを動かし矢印を"捜atheraatica2. 0"の表示まで移動させ

呈旦　左」・リーv.〟

ここまでできたらMathematicaが立ち上がります.
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2.　入力法

ここでは関数f(x)の入力を例として取り上げます。

普通に

仕x」 :=Sin[x]

と打ち　S.hif:'七　十リターン

これでf(x)=sin x　が入力されました.　画面では

/,///=

l[x_] :=Sin〔Ⅹ]

と出て来るはずです。

ぬthematicaでは単にリターンキ-を押すだけでは、行変えされるだけで入力されません.

fCo]またはf[l/2Pi], f[Pi]などを入力してみて下さい. x=O x=花/　x一花　のと

きの値が

'w一蝣

王[0】

rJM&M

O

/n/SJ.ヒ

f[1/2　Pi]

図品盛

1

, /!'蝣葦と

f〔P土】

9MEfJ

O

の様に出てきます.

3.　入力ミス

間違ったのに気付かず入力した場合まず、マウスを動かし"I"のマークを間違いのあるプログラ

ムまで移動させます.　そして文字と文字の間にマークを持ってきて'」一勿、リ運Y9.します.　する

とカ-)ル"l"が表示されます.　あとは一太郎などのワープロと同様に修正します.　しかし最

後にもう一度入力しなおすのを忘れないで下さい.

4.　グラフィック

2.で用いた関数のグラフを措いてみましょう.

前の画面はそのままおいておきます.

〔x]. {x,0,2 Pi}]

を入力して下さい.
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-Graph⊥cg-

のようにグラフが出てきます.

今回は既にf(x)が入力されているので上記のように打ち込みましたが、入力されていない関数

一例えばcos x -を措かせる場合

Plot[Cos[x], {x, 0,2 Pi}]

と打ち込みます.

これは2次元グラフィックですが、変数x,yを用いると

Plot3D[Sin[x] Sin[y], {x,0,2 Pi}, (y,0,2 Pi}]

ParametricPlot[{Cos[t],Sin[t]}, {t,0,2 Pi}]一・・(A)

と2通りのプログラムがくめます. (陰関数のままで描かせることもでき、他に2通り撞くめます. )

5.　プログラムの例　-卒業論文より-
BIl「C

?-rsサォiごL・ニ?!蝣=!!((三一蝣^I--I ・L.CTt【1日.≡inP　りト

妄謡圭高上言霊:吉宗　-一・-1-1ト;、1こ

一一、、ヽ

para*etncplot【U1.-3 bPtり(4 Sin【3り+3 Coo【3　tl).

払…蔓:出,`音与in13号浮島削i'.
!'3 Exp[t] (Sii>(3 I】-3 Co*(ヱり‖).て:.O IO>J

El
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psra*etricPlot(UCos【3　り"Siia【3　日.Cos【3　日-Siサ[3 in.
{-cos(3日-SiJl【3日.JhH tトSin(3 t】)).くt.0.10}]

ParametricPlot【ォ2 Sin【3 t]ぺbs【3 t】,-sln(3 t】伽p t)>.
(-2 Sin°) t】」b【3 tJ.SintS Iトc的【3 t】サ.u.0.10}】

了「h



(d)CO
paraj山*tricPlot3D[{(Exp[cI tC。sl2 tlサSin【2 t]>・

ExDl亡l tC°S【2 tl-Sin」2 t]J.Explt.]>.
(b申【tl (5 Cos【2 t卜ユSin【2 ell.
蝕p【t) H CoS【1 t]-5 SinU t])・2 mp【t‖)I(CO.5))

parametricPlocJD【(Exp【t] {k Cos{2　tJ+Sm【2　tj).
むp【t】 (Cos(2　tj-k sin(2　t日.Expft日.(t.0,5).(k.0,5)】

(dXii)
PAr帥,etricPlot3D【((Cos【t】ナSla【t],Cサs【t】-Sin[t】. 1'2O Ekp【2　t】).
tJ=os【tト3m【t】.Jbs【り蝣rSiait】.1/20 EZp【2　り}}.<t.-3.3>】

-J千丁ぅ
-「　＼　_㌧′ I

parajサotricPVot;Dt {lt Costり▼Sir.【 I LCm【 tトk Sii>【 tl
1/20　txD【2　t】}.{t.-3.3}.{k.G.S>】

〆′T　　＼　、

FaraaetricPlot3DHExp【t】 (Cost:り*k SiユCZり).
Explt】 iV- Cos【2告】-Ssaf2 ti).三和Eり}.{t.O.S>.<k.O.S>】

葬「＼-1
壬長%へ　　/ I

P、arサw3tri.cFlot3D【<」*!>{I】くCoS【2 IHS--T--【2 15).

己叩【りiCo=;:もトSir.;2日Lk E::=【tけ.{t.O,S}.<k.0.S}】

ParササetricPlot3D[{Cos【 tj+Jt SIRftj.J. Cos[ t】-Sin【t】.1/20 Exp【2

tt,」.n.a.0.5)】

-i fシr「＼--ry　　　　¥　　　　　　　　　-.



6.　プリンター出力

先ほどのf(x)のグラフをプリントアウトしてみましょう。

(1)プリンターの電源を入れます。

(2)画面の右端にある11"1サ1の中でプリントしたいグラフの真横にある"〕 "にマウスを動か

し"-''を持ってきて　左クリック

(選んだ"] "が黒い棒状になってたら準備完了)

(3)"fil e"を選択

(4)"Print Sel ec ti on　を選択

これで少し待つとプリンターが動き出すはずです.　この方法では選んだ部分だけ出力します

が、 (2)の操作をせずに(4)で"Printl　を選択すると全体を出力します。

7.　セーブ,呼び込み

(a)セーブ

(1) "fi 1 e'を選択(マウスで左クリノうク.する)

(2)"且ave Al t +S"を選択

(3) nameを打ちます.

"ok"を選択

(b)呼び込み

"fil　　を選択

(2)"open‥　　Alt　十〇"を選択

(3)取り出したい77仙名を選択

(4) "ok"を選択

awii由

(1) "file"を選択

(2) "Exi t Al t　+X"を選択

(3) "いいえ"を選択

(セーフ'されていない時のみ出てきます.セイしておきたい時は"はい"を選択)

"fi l　　を選訳

(5) "Windows　終了(X).‥''を選択

6) "了解"を選択

(7) stopキーを押し、本体,ハイディスクの順にスイッチを切る

これで大体のことはできると思いますが、 Mathematicaの中では大文字と小文字は使い分けて下さ

い。 (Dosはどちらでも動きます. )　それから,かけ算の打ち込み方はしっかりと見ておいて下

さい.　他に知っておいたら便利という内容もありますが、必要となる度に各自調べた方が身につく

とおもいます。　最後にBasicで　4.の(A)を描くと
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プログラム

グラフ

10　SCREEN　3:CLS　2:PI=3. 14159

20　LINl三(200,200)-(450,200)

30　LINE(320,100)-(320,300)
40　FOR T-0 TO　2暮PI STEP .01

50　X=COS(T) :YとSIN(T)

60　GOSUB　200

70　PSET(P,Q)

80　NEXT T

100 END

200　P=50サX+320:Q=-50*Y+200 :RETURN

となります.　ぬthematicaとの違いが見えてきませんか?

ー蝣-^

丁十三
・I.怨記1nl俳.IHStHS*
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進学にあたり

大学院　第9回　小野太幹(神保研究室) tt
サarォrォ'W^一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4-4-4　　　　　　　　-t一J一▼-一一′一′一　-44r-　　　　　　　　　　　　　　　　4

私は今年の4月から広島大学大学院理学研究科の博士課程後期に籍をおいて勉強することになり

ました。私にとってこの進路の選択がいろんな意味で正しいかどうかまだ分かりませんし、これか

らいくところなので博士課程という所がどういう所なのか、実際にはまだ分かりません。ですから、

あまりたいした話はできないということで、最初、両先生から原稿の依頼を受けたとき、お断りし

ようかとも思ったのですが、奈良教育大学の皆さんの中で数学を続けたいと将来志す人、特に院生

の中でそういう思いを持たれる人に少しでも参考になればと思ったのと、奈良教育大学でお世話に

なった先生方や友人へのお礼の意味を込めてこの原稿を書かせてもらうことにしました.

私は滋賀大学の教育学部在学中(と言っても卒業間近の頃ですが)高木貞治氏の「. ・ ・算縮教

師が算術の知識を求むる範囲、異教ふる児童の教科書用と同一程度の者に限らるること,極めて危

殆なりと謂うべLo確実なる知識の欠乏を補うに、教授法の経験を以てせんとするは、ア無き袖を

憲はんこ　とするなり。　　」という言葉に影響され大学院への進学を希望し、大学院から本大学

にお世話になりました。ですから初めは高校の先生になるつもりでいたのですが、少しづっ勉強す

るにつれ、だんだんと数学への興味が強くなっていき、大学院を修了する間際になって数学を続け

たいと思うようになりました。数学を続けていくには色々な道がありますが、私は博士課程後期へ

の進学を考え、チャレンジ精神だけで広島大学の入試試幾を受けてみることにしましたG他大学か

らの入学ということで、どうしても入学試験のことばかり気になっていたのですが、実際に広島大

学の先生とお会いして話をしているうちに、入学議敦に合格することより,今の力のまま入学して

論文が書けるかどうかということを自分自身でしっかり考えなくてはいけないという当たり前のこ

とをそのとき思いしらされました。私は、そこでずいぶん悩みました。もし、そのことをもつと前、

つまり修士の入学試験に間に合うときに、しっかりと認識していたら修士からの入学を希望してい

たかもしれませんO　しかし、結局1年あいだをあけることを磨ったこととー周りの人々の励ましも

あって思い切って博士課程後期への進学を決心しましたO

この選択が正しい選択となるよう、この先頑張っていくつもりですが、よほど幸運でないと、こ

の選択が正しいものにはならないとも思っています。ただ一一度決心した以上は成功することを夢

みて措一杯力を出しきる所存ですG皆さんも色ヤな道を色々な方法で頑張って下さい。

最後に私の身悪手を許してくれた家族と.私の進学を励ましてくれた入々、そして私が悩んでい

るときに「力がないならつければいいじやん。 」と言って、私:こ不思議な勇気を与えてくれた数学

とは無関係な人にこの場をかりて感謝の意を表します。
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研修旅行

小数　ll・回　　小池　裕子

雨が降ったらどうしよう。毎年6月に実施される我が数学科の研修旅行には、必ずといっていい

fv、:u-'立て二!二Il'l'l・・-ol.U1-てこ.!∴・l言、-∴J:1∴.MVi's'`∴二"'・}∴I∴、¥.'・;;-r.∴ごJ,、嶋、純甘:蝣J'JJ.エ∴Jl'J--

あらば、悪い-r感が的中してもおかしくはない。そんな不安を抱きながら、準備も滞りなく進み、

6月8日、出発の日がやってきた。朝から曇り空ではあったが、1回生から院生そL/て教官と総勢

!〕II>'.'・"・∴;・・-蝣.'・)-.・,、こ一二⊥六、日i'V::、I.こノミ∴一二.i∴'蝣'tl~つると黒Il.!こま.‥上、・ニ′¥?5:c

v.-Jiff∴・こ<蝣'('∴1.i¥-''S'.1*f..1∴∴?..)!∴lL.;い一一∴H′,'f":I:.、"'it*いるほどミ」I->しだ-J,てし

かし、ここでハプニングが*。両が降ってきたのである.急きょスケジュールを変更し、近江

^憎市街を散賞することに。昼食を希望ヶ丘公園でとる予定だったCDで小数の2回生が分担してお

弁当を作ってきていた,I)だが、そこら辺の道端で食べるはめになってしまい、大変申し訳ないこと

をしてしまった.ごめんなさい。そんなこんなで宿泊先である「近江/＼帽国民休暇村」へ到着.一

息いれた後、待ってました(!?)の菊池先生による講演が行われた。テーマである「数学教育の

i'U¥.¥こ(.いォ_-'*・-.ーし・∴・∴上....ノ.l'-l.Z二・三-一・/*!!<、∴二1--∴一::-:;ij.]*・蝣>'..いこし.蝣t.a/-

ら聞き入っていた。菊池先生、どうも講演御苦労きまでL/良.そして夕食。持ってましたの宴会が

始まった。いつもなら、わりと静かに2時間ぐらいが過ぎて行くのに、今年の1回生が最初から飛

ばしていってくれたおかげで、いつになく盛り上がったものとなり、4回生の田中先輩は、ギター

を片手に弾き語りを始めるわ、そこら辺では一気大会が行われるわ、みんなの切れまくっている書

∴・十V-"'・<二見~∴サ."^.*ォォ^'ここ三:'.'"∴∴:と'こノ・ii、∴エーで1-と'',-'」~.¥:・、..-t*・-".工i:u

り合ったりと、思い思いの夜を過ごしたのだった。

2日目、昨EIとはうって変わった晴天、一体私に何の恨みがあるの、といった感じでバスごとに

舅と・"サ.*!∴i'"L*こ.I.IモLI.'.!'<:・・If.、三サ・こ.,∴i・とは?I,こr'J,-,・,5丁こ二束で、肯上.方

法で藍梁をしておられ、説明が終わった後でも、そこの人にいろいろ質問する人などがいて、普通

の講義もここまで熱心なら、と思うほどよいものだった。

:子の'.''<..JA:'<.・蝣こ*-*"/,*['こl∴1V‥・-:、,∴-こ.V;ご:::..vifiミ∴~.・立.;、・苗、.ふ,iL,/サー"*・・'"・*;、

「お嬢さん、一緒に探偵しませんか」とうら若き乙女を2、3人ナンパL/て探偵する者、ゲ-ムセ

ンターに入りひたる者、様/Iな遊び方をして、3時間余りを過ごしたのだった。

帰りは行きのバスとは比べものにならないほど静かで、6月9El午後6時噴、無事行程を終え、

研修旅行を終えた。
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算数・数学教室について

小数　3回　　　塚本　和宏

算数・数学教室といえば、毎年恒例の行事で、

大学側も認めてくれているものと思っている人

が多いと思います.私もその内の一人でした.

今まで先輩方がやってこられたものはサーク

ルの活動ということで大学側も認めていたらし

いのですが、ところがどっこい、数学研究会と

いうサークルは昭和58年以降存在していない

ということがわかりました。そこで、学生課、

教務課の方々と話し合った結果、急きょ、数学

研究会をサークルにして、算数教室を行うこと

になりました。

しかし、こういったことに時間を取られすぎ

て、日程の決定やビラの原稿作り、ビラ配りな

どが大幅に遅れてしまいました。それに加え、

大学が週休2日になったことや集中講義が入っ

てしまったために、算数・数学教室の日程を、

お盆境にしかできなくなってしまいました。だ

から、今年は小・中学生の集まりが悪いと思っ

ていましたが、思っているほどではなく、結構、

人数が集まりました.

そんなわけで、 8月7日～12日に算数・数

学教室は行われ、大きな事故もなく、無事に終

わることが出来ました。

1 ・ 2回生ともによく働いてくれ、特に小数

2回の山本知子はあらゆる面で活躍してくれた

ので感謝したいと思います。また、年次幹事の

北川先生、数研の先生方、アドバイスを下さっ

た諸先輩方にも感謝したいと思います。協力し

て下さった全ての皆さん、ありがとうございま

した。

小3担当 倉田佳代子

大学生としておくる夏も2度日となり、必然

的に2度目の算数教室を今年、経験することに

なりました.去年、子ども達に引っ弓長りまわさ

れた経験からいってはたして今年、 2回生とし

て、授業を率先してまとめていけるかどうかず

いぶん心配しました。

また、今年は新たな苦労を紐験しまL/た。そ

れは、算数教室の開催を知らせるビラの配布や

各小学校へのビラの配布の許可をとったりとい

った準備です。ビラの配布のため子ども達の登

校時に小学校へ行き、子ども達の日常をかいま

みることが出来ました.ビラを受け取ってくれ

る子、その場で紙飛行機にして飛ばしちゃう子、

挨拶してくれる子、まるで私達を変質者と思っ

ているかのごとく避けていく子詛　・　・。とにか

くこの準備が一段落した頃には、なんだか算数

教室が終わったような気持ちでした。

そして算数教室が始まり、明らかに手におえ

そうにない元気な子ども達が集まってくれまし

た。毎日毎日、子ども達に私のききやかなエネ

ルギーを吸い取られるような気分で授業に参加

し、そのエネルギーを作り出すために睡眠時問

もその期間、グッと増えました.そうして疲れ

た分、私はチビも達からいくらかの楽しい思い

出をもらいました。

来年の夏、算数教室をされる1 ・ 2回生の皆

さんもいい思い出を作り、頑張って下さい。
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小4担当　　　山本　真紀

昨年は余り参加できなかったので、今年は

'"V?:?<vrv. .・一・蝣・.一・.蝣蝣ォ・蝣.二・"・蝣':- >'.蝣'.蝣'・!'.'*!ここ迂・."・;蝣>

;:;!蝣・:二二・,"f∴こ/.二望∴　　二、　　　蝣,l.-.

こ-∴・_.上　∴　ご・t、⊥!.'",・','⊥し.I:::<i n

で、静かに席について待っていて、私が彼らの

姿を目の前にしたとき、不安が胸をよぎりまし

た。 〃うまくいくのだろうか　　詛　だが、そ

の静まりは、私自身と子ども達がお互いに相手

の様子のきぐり合い状態によるものであり、す

ぐに通り過ぎ、時間が態過してお互いに慣れる

と、教生は一変し瓜がしくなりまL/た。

私が授業中に感じたことは、理解の早い子ど

もと遅い子どもの差が大きいことでした。早い

子どもは、さっさと問題を解き終えて席を離れ

て、騒がしくなってしまい、一方遅い子どもは、

不安げな既をして、机の上Ujテキストとにらつ

めこを始めてしまう.このような時、現場UL)教

師なら、錐なく切り抜けてしまうのだろうな、

などと考えながら、とにかく私には、署いのに

せっかく頑張って勉強しに来ているのだから、

みんなに理解してもらおうと努力するL/かあり

ませんでした。休憩時間は、子ども達の元第・一

杯のバワ-に圧倒されっぱなしでした。合間を

見つけては、日陰で休んでいたのですがすぐに

引っ張り戻されたりして、私の体力は、普段鍛

えていないせいか脈躯でした。でも、結構、昔

に掃ったようで楽しかったです。叩かれたり、

靴を踏まれたり、いろいろきれましたが、子ど

も白t¥-か"蝣!;'-Iつれたい(.Oiごなあと　　こと、とて

もかわいく思えました。肯数教室で私自身いろ

いろ経験L/まL/たが、子とも達も一人で電車や

バスに乗って通うという経験や、全然知らなか

った子とお話をしたり、とてもいい思い出がで

きたと思います。このような算数教室をこれか

らもずっと鈍りていってほしいと思います。

小5担当　　　中指　清美

去年の算数教室で4年生を担当した私は、子

ども連との約束通り、今年は5年生を担当しま

した。そして、去年、共に学び遊んだ子ども連

も、私の期待に答えて、今年もまた元気な変を

見せてくれました。それに新たな面々も加わっ

て、今年の算数教室は始まりました。

5年生は2クラスだったので、各クラスに1

回生と2回生が入るようにL/ました。去年に比

べるとあまり緊張することなく教壇に上がるこ

とができたのですが、デキスI、の問題丑が少な

ぐこ、その場で過当な問題を作らなければなら

・ttぐこ大変でした。これはー今回の反省すべき

点です。 「問題が少なすぎて退屈だった」とい

う子も少なくなかったようです。しかし一方で、

「1つ1つ丁寧に教えてもらえてよかった」と

いう意見もありました。 「学校ではわからなか

ったところがわかるようになった」という意見

を聞くと、 "これで良かったのかも.詛."ど

いう気にさえなるのですが、よくよく考えてみ

ると、理解できている子とできていない子との

間にこれだけの差があるということは深刻な閏

悪とL/て捉えなければならないと思いました.

ただでさえ真夏の署い盛りなのに、焼却炉の

煙が教室に入り込んできたりして最悪の環境だ

ったにも聞わらず、子どもたちのパワーはすさ

ま=じいものです。休み時間になるとさらにパワ

ーアップし、鬼ごっこにかり出されて私達はく

たくたになってしまいます。でも私は、この休

みf朋jFjも算数教室の大切な要素だと考えます。

子どもにとって、私達は授業中は"先生"です

が、休み時間になると一緒に遊んでくれる"お

兄さん・お姉さんHになるのです。またこの機

会に他校生と友達になることも多いようです.

これらはきっとよい撞験になったことでしょう。

これからもずっと続けてはしいと思います。
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小6担当　　　山本　裕一

来た。とうとうやって来た。そう、アイツが

帰ってきたのだ。苦しくて、つらくて、・Jjよっ

とだけ楽しみで、ファンキーでモンキ-なベイ

ビー、いやいや、まあ、とにかく帰って来ちゃ

うのだ。アイツが・　*　・　詛

アイツと出会ったのは、そう1回生の時の身

悶えるように暑い夏、ミンミンゼミも鳴き叫ぶ

頃である.一言先輩が「おまえ、小4やってく

れへんか。 」と言ったこの時である.それから

アイツと俺のつき合いが始まったのである。

小4 、それば何事も恐れず、本気で飛び込ん

~rJ、・こl|':ォーl∴ -i-.J:　　　、.ニ:**.こ　　:二

yffi　回。

}!空目に・;* /・t二　　　∴∴∴　こ>¥;

の春と覚の間であった。アイツは1三相机こも増し

て手強くなって帰ってきた。ビラ作りに、ビラ

配り、教科雷作り。大変な仕事ばかりで今度は、

自分辻が中心になってやらないといけない。そ

んな風に考えながら突入した今回、私は6年生

担当であった。

小6、それは小学校最高学年であり、次は中

学校が待っている世代。そういうだけあって、

前回の小4とは比べものにならないくらい落ち

・ v. 、:・あく、言上点ここv;V*∴lif**"'(　∴∴

あった.しかし、やはり小学生は小学生である。

遊ぶときも勉強するときも元気いっぱいで、腎

をキラキラ描かせて飛び回っていたが、さすが

6'年生というべきか、やはり6年生というべき

か、他学年の子とは違って大人しいものだった.

そLT義持日、今回は感動というよりも、 :x

心感の方が大Atかった。でも、やはり少し悲し

いものである。

そのアイツとはもう会わないだろう。今度は

君達後輩がつき合う番だ、算数教室と・ ・ ・
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中1担当　　　鶴野　公昭

;封iにと)て2Ii目v:'二ォi :-i ∴iu.-!i'J一紙7".'"持て

・'.'':;離上　　:*¥Iサi蝣・・汀吊f&一・-?- ∫ :l!、蝣'l^jjiil当

だった。小学生ほどではないが、中学1年生も

半年前までは小学生だったということもあるの

か、休み時間の相手をするのはなかなか大変だ

-蝣*蝣"*-いづこ:こVs-.'.'ある、,,.;:ォ、 :▲　　・->/-Jこと

は確かではあるが、結構自分自身、楽しんでい

たような気がする.

今年の数学教室は、去年とは遭い全ての準備

をしなければならなかったので、しんどかった.

去年はテキスト作りを任容れただけだったの

で、先並方がどんな仕事をしているのか一切知

らなかった.そして、今年、いざ自分達が中心

になって仕事に取り糸且まなければならなくなっ

て、先輩方のしんどさがようやく分かったよう

'.-> J∴・:ー　　　こ. ∴*';'V　*."'ヒ-J配り∴、 -サ*・・'{∴

に大変だった。このような仕事が増えてきて、

やっと自分の回生が上がったことを実感した.

授業に関しては、今年は、あまり前にでて投

票をすることはなかった.というのも、教師の

人数が足りないというので、中3の所へ手伝い

にいったりしたことと、 1回生の人が頑張って

くれたからであった。授業をする回数は減った

が、去年以上に自分にはプラスになったと思う。

彼らは、楽しみながら、それでいて意欲酌に

勉強に取り組んでいた。また、遊びに関しても

心から楽しんでいる様子で、見ている自分も悪

L/くなった。そして、そんな彼らをうらやまL/

くも思った。自分にも、そんな心の余裕があれ

ば良い意味で今とは変われるような気がする。

こういったように、数学教室では教えること

よりも、教えられることの方が多かった気がす

る。



中2担当　　今在家　典子

今年の覚も恒例となった-W一致・教学教室が行

われました.受付をしていると昨年来ていた子

が来てくれて、なんだか懐かしい虎を見てうれ

しく思いました。私は昨年と同様、中2を担当

したので、昨年教えていた子は中3のところに

並んでいて、月日の経つのを感じさせられまし

良.そんな懐かしさにふけっていられるのは、

始まるまでで、算数・数学教室が始まると目の

前のことを解決していくので必死でした。毎年、

授業は1回生を中心ということで、私は、黒板

を使ってOj授業はしませんでしたが、今年の1

回生は、本当にしっかりとやってくれたように

思います.私達は、生徒達が問題を解いていて、

「わからない」という顔をしていたら、ヒント

を与えたり、問題の解説を加えたりしていまし

た。授業が進むにつれて、 20人くらいの生徒

一人一人の不得意なところがわかってきて、教

えやすくなりました。また、生徒達も最初の境

の緊張がとけてきて、 「先生、教えて」と積極

的に聞いてくれるようになりました。そして、

やっと授業の感じがつかめて来たなあと思った

l-1'-1開is. ''If一言'{-蝣.・;1ゴ　-1-こし!∴・.上,'∴

どうしても、生徒達の各学校での進度が違う

ため、全体での授業と個別の指導とを平行して

やらなければならないので、学校の授業のよう

にはいきませんでしたが、こういう授業があっ

てもいいなあと思いました。

算数・数学教室のチラシを作ったり、各学校

に朝早く配りに行ったりと大変でしたが、それ

を通していろんなことを知れたのはよかったで

す。これからも芽敬・数学教雲を続けて頑張っ

てはしいと思いました。

中3担当　　向井　くみこ

・二i・ユ?・;.-こもあるLP∴'::-1J!"・j二^ix*:に∴&ォFl

参加L/ていた私が、数学教室の5日間で得たも

のは、去年より多かった.学力のばらつきに貫

き、ただひたすら分かりやすく教えることだけ

を考えていた去年とは違い、今年は少し余裕を

持って生徒に接することができたように思う。

そして、 "問題の解き方"に偏った教え方よ

りも、少しでも数学的な見方、考え方などが自

然に身につくような教え方ができればと私なり

にあれこれ考えていた。 「こういう問題はこう

やれば解ける。その間題は公式にあてはめれば

できる。」というような教え方でも、ある程度

パターン化LJた入試問題に対応できなくもない。

が、それでは闇n'文の表現が少し変えられただ

けでも解けなくなってしまうことが多いし、理

;y, ・>-C;・・・:.云「上・*.・・T∴1>!ai 、　たこに.進学し

てからも困る場面が出てくると思う.

しかし、 5El間という醍られた時間内で、し

かも初対面の生徒達に対しての授業では、そう

思うようにすんなりとはいかない。慣れない問

は、それぞれの生徒について、どこがどういう

具合に瑠摘草できていないのかを知るだけでも時

間がかかる。生徒の方も、なかなか自分から質

問しにくいようで一人ずつゆっくり見てまわり

「わかった?」と尋ねてみることから始めなけ

ればならなかった. 2、 3日経つと、禄々にそ

ういうことはなくなってきたが、今度はテキス

トをどんどんやり進める生徒と、なかなか進め

ず因っている生徒との差が出てきて、一斉に答

え合わせができなくなった。去年もそういう状

況はあったが、学力の差に対する工夫は、これ

からの--1(1遇t/J lつではないかと感じる。

孟後にこれからも、数学教室が、多くの生徒

を集め、教える硯自体も多く学べる行事であっ

てほしいと思う。
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煎青票　in:-:て

小数　4回　石川　智子(低学年)

渡辺　美香(中学年)

山尾　桂子(高学年)

《低学年》

私は9月7日から10月3日までの4週間、附属小学校で教育実習を行いました。この4週間は

私にとって長くもあり短くもあり、また楽しい日々でも地獄の日々でもありましたo私の教育実習

生活はすさまじいもので(皆さんも大体似たようなものでしょうが)平均睡眠時間4時間で4週日

などはいつ倒れてもおかしくない状態でしかも最終的には　　6kgも体重が減りました。この話を

聞くと、これから教育実習を迎えようとしている人達はうんざりするでしょうが、こんな状態でも

私の教育実習に対する感想は決して悲惨なものでもなくむしろ良い思い出として残っています。

私の担当は1年3組でした。 "教える''という撞幾は家庭教師などで鰻放していましたが、小学

1年生ということで何を考えているのか、どう捉えたらよいのかわからず戸惑いました。 1週目は

授業を見学するだけでしたが、 2週目に入ると授業を1時間、受け持つことになり、私はクラスの

教生6人の中で最初に授業を行いましたO

小学校の場合、低学年、中学年、高学年と全く授業で重視するポイントが異ってきますa他の学

年の場合はよくわかりませんが、とりあえず低学年では〃どれだけ子どもの注意をひくが'という

ことでしたOもちろんこれは教える上で最も重要な事の1つですが、低学年においてはそれを怠れ

ば子ども達一人一人が好き勝手なことを始めてしまい、理解させることはおろか授業自体が成り立

たなくなります。この注意を引くことができるできないが教育技量であり、教授法のうまさだと思

うのですが、それらに自信のない私達は毎日せっせと教材作りに励み"教材作りは協力して"をモ

ットーに毎日7時過ぎまで残って頑張りました。みんなで協力した甲斐あって、子ども達の教材に

対する反応は驚くほどよく、目を輝かせながら授業にのってきてくれました。でも、私達は教材に

頼ることで子どものやる気を起こすことができましたが、それは教生というたった1ケ月に7時間

しか授業をもたないからやれることであり、いざ教師になるとそんな余裕はありません。実際私の

指導教官だった両森先生は、もっと素朴な教材を工夫しながら余裕をもって子どもの心を捉え、や

る気をおこさせておられましたO私に謀せられた課題は、チビものもっているエネルギーをどの方

向にどれだけ意識的に取り組ませるかをしっかりと押さえ、象り組んでいくことだと思います。

≪中学年≫

昨年の9月に附属小学校で教育実習をしました。私は4年生の担当でした。 2回生の喝、算数教

室の担当も4年生だったのでだいたいの雰囲気は分かっていたつもりでしたが、やはり算数教室と

いつもいっしょにいるクラスとでは全く違いました。
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4年生という学年は幸か不幸か行事がたくさんあり、私達教生もいろいろ参加しました。まず1

つは、 "宿泊のつどい"です。これは学校に子ども達と先生が泊まり、自分達で食べ物を作るとい

うものです。 「子ども達だけで自分の食事を作らせたい」という附小の先生の言われたとおり、私

達はみているだけでしたが、本当に一人一人の子どもが授業中には決してみせない表情や態度を見

せてくれ本当に勉強になりましたO普段は全く掃除をしない子が、その時は班長の子にいわれ、床

を拭いたり、洗い物をしたりする姿をみていると、私までが嬉しくなりました。本当に子どもは素

直だと思いました。自分の興味のあるものは進んでするが、自分がやりたくないものはどんなに教

師が物きかけてもやりません。これは教科の授業でも言える事ではないでしょうかO

さてもう1つの行事は信真山の花作りの見学です。ちょっとした社会見学のようなものですが、

これが思ったより大変でしたC教室で授業をしている方がよっぽど楽だったと思います。信貴山の

中腹ぐらいの所まで歩いて見学しに行ったわけですが、クラスの中には一人か二人「しんどい」と

いって座ってしまったり、道の反対側を歩いたりする子がでてきました。それを私達はなだめたり、

励ましたりしながら、手を引き背中を押して山道を登りました。こっちが封書をはきそうでした。

子ども達の手前それもできず、元気なふりをするのは大変でした。それも今となればいい思い出で

すが_あの時は本当につらかったです。

教育実習を終え、だいぶん浩つわけですが、本当によくやったと思いますJ今までずっと生徒側

だったのが突然、その1か月間だけは教師側になり、子ども達から見られてる立場になるわけですo

本当に教師という職業は「子どもはかわいい」というだけではすまされない、大変な職業であると

ともに、やりがいのある職業だと実感しました。

≪高学年≫

私は五年生担当だったのですが、実習中曇も強く感じた事は、学級作りの灘しさです。三早生ぐ

らいになると自分というものができてきて、協調性よりそちらを強く出してしまうようです。特に

女の子がそうでした。グループがいくつにも分かれていて、みんなで遊ぼうと言ってもなかなか参

加しようとしませんでした。斑を作る時にも「あの子もいれてあげてねO」と言うと「えー」と言

う芦が返ってきます。また、自分たちだけの性界があるようで、その中で遊ぶのが楽しいらしノく1

つにまとめたり、全員で何かをするときは大変でしたG

学習面では算数は分数のところをやっていましたO授業で頭を痛めたのは「1の概念」でしたQ

どうすれば" i"というものをイメージさせることができるか、それについてみんな、教材を工夫

し、何度も話し合いをしましたo一応頭の中でまとめ、時間記分を考えていくのですが、雲霞授業

をやってみると、進めていくうちにあれもこれも教えたくなって.ポイントがなくなってしまうこと

が多かったです。附小の先生の授業を親察した時、どうしてこんなに授業をまとめられるのかと思

いましたO　とてもわかりやすく、また教えるべきところはちゃんとポイントとして教えていました。

私は自分の指導案と比べてもつともっと研究しなければならないと忠いましたQ

最後に相中の全体的な印象を述べると、まず最初に思った事は本当にチビも達中心の学校だなと

いう事です。自分達で考えさせ、教師はあまり口出しせず、自由にチビも達ができる牧会を与えて

あげていると思いました。それ故に子ども達がのびのびしているように感じました:

実習を終えて1つ残念だった,_つが、もう少し自分に余韻があればもつと広い視野で子ご=_.達Iを見

れたのではないかという事です.もう少し、いろいろ考えられる時間があればと思いましたご
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教育実習の思い出

小数　4回　坂　孝之介　!

教育実習のことについて何でもいいから書いてと言われ、こうしてベンをとったのですが、正直

いって色々なことがありすぎて、何から書いていいのかわかりませんでした.面白かったこと、嬉

しかったこと、感動したことが本当にたくさんありましたので・　・　ォ　詛。特に実習を経験した人た

ちなら、実習最終日のことは忘れられないでしょう。絶対に瞬きするものか、すれば洪水が発生す

ることになるのだからと歯をくいしばったことは・　・　・　詛。実習を経験していない人たちにも大方

予想はつくと思いますが、ここでは、その時の様子などは敢えて書かないことにします。ですから、

その日を楽しみにしていて下きい。

というわけで、何を者こうか熟慮した上、教育実習には、面白いこと、楽しいこと、感動するこ

と以外にもこんなことがあるんだということを知ってもらおうと思い、そのことについて書きたい

と思います。

「あー、しんどかった。」

教育実習最終日、家に帰ってきて開口一番の言葉がこれでした。

私は母校で教育実習をさせてもらいました.母校だとダッシュで1 0秒の距離なので、通学だけ

でも楽になると思っていたのです。とっころがどっこい、そんな思いは3日もたたないうちになく

'/CWi児IOEl周回h

実習が始まる数日前に、私がつかせていただく3年2親担任のN先坐(女性)から、

「教頭先生に、教師のしんどさ、厳しさ、辛さを教えるようにって言われてるから。ハハハ。 」

と大声で言われました。教育実習が始まって、その昔葉の意味が日に日に理解できるようになって

いきました.

特にしんどかったのは、授業の準備である指導案・教具の作成でした。実習1週目は、 N先生や

校長先生、教頭先生の用事の手伝い(いわゆるパシリ)をすることで終わったのですが、 2週目か

らはどんどん授業をさせてもらったので本当に骨を折りました.

指導案の作成は、実習生が私一人だったので、相談する相手もなく先生に悟りた本を頼りに作成

していきました。それだけでも時間がかかるのに、それに加えて教具の作成です。教具は実際に子

ども達が見たり、触れたりするので、とにかくわかりやすく、そして楽しめるものでなければいけ

ないと思い、必死になって作りました。その中でも特に時間がかかったものは社会科の教具でした。
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社会科でスーパーマーケット、そして商店街という2つの単元の授業をさせてもらうことになっ

たのです。そのために、スーパーマーケットには何があり、どのような工夫があるのか、また、商

店街にはどのような工夫があるのかを気づかせるため、子ども達が頭の中で想像できるように近所

のスーパーマーケットや商店街の地図を書きに走ったりしたのです。あの時に、スーパ-マーケッ

トで買い物もせずうろうろしながら"1帽のつくりはこうで、ここには食料品が、こうゆう順番で

陳列されている。 2帽は、　　　"と紙に書いていたあの時に、他のお客さんから受けた鋭い視

線は忘れることができないでしょう。

そんなこんなで、苦労して作成した指導案でさせてもらった授業の数は、 19回。指導案を作成

せずにさせてもらった授業の数を含めると総授業数は30回近くになると思います。なぜ指導案を

作成せずにさせてもらった授業もあるのかというと、一日中授業をさせてもらった(やらされてい

たという方が適しているような気もしますが)日があり、その時ばかりはN先生も全部の指導案は

書かなくてもいいと救いの手を差しのべてくれたからです。まあN先生から始業30分ほど前に突

然、今日は休みますのでよろしくという電話があり、ノリだけで過ごした日もありましたので。

とにかく、授業を行うということに関しては、本当に辛い陰の苦労がたくさんありました。 1回

生の頃からまじめに大学生活を送ってきた私ではありますが(>?) 、あれほどまじめに取り組ん

だ1カ月はなかったと思いますo

教育実習のことについて普くにあたり、私はしんどかったことをメインにして書きましたが、そ

れでもまだ多くを語ることはできてませんOそれほどしんどかった教育実習でしたが、それでもや

り通せ、またやらせてもらってよかったと思えるのは、子どもたちの笑顔があったからだと思いま

すOあの子達の笑顔のおかげで、どれだけ助けられ、支えられたことか分かりませんOあの子達の

笑顔が、私にカを与え、 「よっLや、やったろうやないか」という気持ちにさせてくれたのです。

教育実習では、 hy先生ほか、各先生方に大変お世話になり、感謝の気持ちでいっぱいです。が、

その気持ちを最も伝えたい相手はt教育実習の協力をしてくれた母校のすべての子ども達ですQ

何よりも誰よりも私に多くのことを教え、学ばせてくれのは、そして私自身に対する課題を発見

させてくれたのは子ども達だったと思うのです。

私にとっては、子ども達が先生でした。
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教育実習をふりかえって

Li'tt-K-f:即/.'.{蝣MサH
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私は付属中学校で9月7日から10月3日までの4週間、教育実習をしてきましたO後期試験も

終わり、 3回生の1年間をふりかえるという意味も含めこの文章を書きたいと思います。私がこの

4週間で授業をしたのは2年生12時限、 3年生1時損の計13時隈でした。その中でも特に印象

深いのは第1回目の授業と研究授業の2つでしたOはじめの1週間は観禁参加で、担当教官が行う

授業を教室の後ろで見学するのですが、いざ教える側にたって聞くとやはり上手だというのが正直

な感想でした。 2週間目に入り、 1回目の授業が始まりましたO単元は2年生の「連立方程式の解

とグラフ」でした.指導案も書き、授業のイメージもできていざ始めてみると思った通りに授業が

進まず、なんとかノルマをこなそうとばかり考えてしまい一人であせってしまいました。 1時眼で

見開き2ページがノルマで簡単そうに見えるのですが、いざ教壇に立つとそうはいきませんでしたU

最初の授業で感じたことは(三:授業の進む速度が考えているよりもおそい,至∵板書の書き方(色チョ

ークの使用も含む)が難しい3,生徒の指名がどうしても偏りがちになる、の主に3点でしたO特に

初めの2つはおそらく誰もが感じられるのではないでしょうか。

3週目になると実習の生活にだんだん慣れてきて余裕がでてくるようになりました。休み時間で

も生徒といろいろな話をするようになり、徐々に自分が実習生ではなくて本当にここの教師である

ような錯覚に陥ってしまいました。しかし1つ気がついた事は昼休みに外で遊ばないという事ですO

昼休みに「先生、トランプやろう!」といってくれるのはもちろん嬉しいのですが、正直いって

「先生、サッカーやろう!」といってくれた方がもっと嬉しかったのですが-・G　さて3週間目の大

Xtiに八一蝣-.蝣*・-*~. ;liこ∵∴ !';〒*L*昌　こ*Ti蝣三・三Iv -二:I.二二:'・,:.こ　∴?i¥;t.∴'..ラ.-. !V¥11、　'1-こi

の学生がずらっと並んでいたので大変緊張しましたO途中までは予竜の指導案通りにいっていたの

ですが何をどう思ったのか、指導案に書いてない事を言った上天然ボケがでたりで教室中が笑い

の渦となってしまいました。しかし合計1 3時間のうち一番指導案を書くのに力?」入れたこの研究

授業がやはり一番自分で納得のいく授業であったと思っています。そうしているうちに最後の1週

間になりました。最大の山である研究授業も終え、最後の1週は楽しんで授業することに徹しまし

た3クラス40人の顔と名前が完全に一致するのもちょうどこの頃ですc i 3属目の授業では、 4

週間一緒に過ごした生徒達と授業をするのがこれでおしまいかと思うと少し寂しい気がしました。

ゑ後には4週間の授業等の感想を書いてもらい、今でもそれを読み返していると3サ'/>4週間の生活

が思い出されます。私にとって票重なii週間であて・たと思います.最後になりましたが、 4週間お

翫舌になった付.,E中学鮫の数学科,J?先三方には詩当にいろいろとご指導いただき、この場を借りて

お礼申し上げます。またこの文章が後望諸君の教育実習に何か投に立てば私としても幸いです。

9EB
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大学祭

小数　3回　　山本　知子

昨年の1 1月13日～17日の5日間、大学祭が行われました。私達は、その内の14日～17

日の4日間、例年どうり「お好み焼き・タコ焼き」の店を出しました。先輩方の残して下さったノ

ートや野生の勘を頼りに四苦八苦で舟皿何校、キャベツは何箱と、材料がどれだけ必要か検討しま

した。また、車を出せる人と、朝、市場に行ける人で"買い出し部隊"を締成して、何とか出店前

夜を迎えることができました。今思えば大変申し訳ないのですが、学祭で働かなければならない体

力のいる責任者(まあ私なのですが)が、大胆不敵にも、出店前夜、市場に行かなければいけない

前夜に飲みに出かけるという行動にでていたのです.そのせいか、出店当日、市場に行く車の中で、

妙にハイテンションでした.

そんなこんなで、無事に市場についたのですが、ここで大きな落とし穴がポッカリと口を開けて

待っていたのです。あってはならない"市場が休み" 。朝8時に車2台で駆けつけた買い出し部隊

は人気のない市場で、一瞬呆然とし、ひきつり笑いから一気に無表情、硬直状態へ陥ったのです。

気を取り直し、開いている店がないかと買い出し部隊の必死の捜索が始まりました。必死の捜索の

甲斐あって何とか肉と野菜だけは手に入れることができました.残りの材料もいろいろスーパーマ

ーケットをまわって何とかそろえることができました。材料もそろい、いざ試し焼きをしようとい

う段階になって、普段の行いが悪いのか、はたまた運が悪いだけなのか、タコ焼き用のガスコンロ

の火がつかないのです.さすが数学科( !?)と思わせる複雑なガスホースの配線のせいかと思い

ガス屋さんに配線を見てもらうことにしましたが、ガス屋さんを悩ませる見事な配線を直してもコ

ンロに火はつきません。数分後(私にはものすごく長く感じた) 、コンロのガスの出入り口が油で

詰まっているということが判明し、詰まりが直らないとわかって、ガス屋きんは「多分使ってても

爆発はないと思うよ」と無責任に言って帰っていきました。しょうがないので、残っているコンロ

だけで開店することになりました。開店してからは、苦労しただけあってか、数研の味が忘れられ

ないからか、お客さんの入りは上々でした.

このまま終わればいいものを、そうは問屋が卸さない、それが今回の学祭。最終日の午後になっ

てお好み焼きになくてはならないキャベツがなくなってしまったのです.例年なら買い足したので

しょうが、私は時間も中途半端だしネギがいっぱい余ってるし、ネギ焼きにしようと決心して販売

しました.人通りが少ないにも関わらず、珍しさもあって、予想以上に(予想は2枚ぐらい)売れ、

無事閉店することができました.

今回、この学祭で、弱音ばかりはいている責任者の私を助けてくれた同回生や下回生の皆さん、

アドバイスを下さった諸先輩方、売上に協力して下さった方々、本当にありがとうございました。
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はじめに

フラクタルとは、私たちの周りのもの、例え

は山-JW起Lliこ:.;丁蝣I、黒且′しど;.:?V;'・・・'史、 JSr午'蝣・・・;:: ';iT-

系等、つまり自然の中に存在していますD普段

何気なく見ているものを数学的に処理できるこ

とにとても興喋を持ちフラクタルを勉強してみ

たく思いました.

#m&x v ffii%

算1輩　r自己相似なフラクタル」

1. 1窮的、写像

1. 2自己相似集合

iH'-JuiSft Eは/・*'<f: '一

第2蛮　rいろいろな次元とフラクタル」

2. 1フラクタル次元を理解するために

2. 2位相次元

2. 3ハウスドルフ次元

2. 4相似次元

2. 5フラクタル登場

第3竜　「パソコンで描くフラクタル」

-46-

それではフラクタル図形についていくつか紹

介してみましょう。

まず次のような三角形ABCがあります。

(内部も含む。 )

ea

A

J!-・・へ-＼一、-、

2つの縮小写像でこのような図形に移されます。

・・・"**-　・トヽ・. ＼・

/　~　′/

6コl

二、-、ー



さらに、同じ2つの縮小写像でこのようになり

ます。

/十㌢こ〔＼ 、
/′　!　　　ヽ　　　-

＼　　　′へ

・.＼、 //′　一一、

これを無限回繰り返すとこのようになりますO

・J「J 「し当.>

ムー了1～㌦ LLJノ㌔LL

これがコツホ曲線と呼ばれるものです。

他のフラクタル図形を紹介しますO

「スギの葉」

2つの縮小写像はこうです。

これを無限回繰り返すとこのようになります。

これは私たち3人が考えたフラクタル図形で

す。縮小写像は4つ用いています。

これを無限回繰り返すとこうなります。

最初は自然の中から図形を取り出してきて、

それがフラクタルであることを証明するところ

までいきたかったのですが、それができなくて

ざんねんですo Lかし、たいへん驚きや感動を

味わえた1年間でした。
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一次変換

神保研究室 田所卓也

庶藤生府

中沢香織

1.はじめに

変数・関数値等,全て実数億,あるいは,そ

の組み合わせとして論じられた微分積分学を,

複素関数の範囲にまで拡張して考えるのが複素

関数論である。

辻正次著の『複素函数論』を用い,それぞれ

興味を抱いた項目に重点をおき,学んできた。

2.卒業論文の構成

卒業論文の構成は,それぞれ以下の通りである。

田所卓也

1.複素数

1.1複素数

1.2複素数の点表示

1.3接素数の四則の幾何学的作図より得ら

れる定理

1.4 Riemannの球面

2.正則関数

2.1複素対数

2.2複素関数の微分係数

2.3正則関数

2.4等角写像

3. -次変換

3.1一次変換

3.2

3.3一次変換の標準形
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3.4一次変換の分規
3.5特別な一次変換

3.6 Riemann球面の回転

度藤生府

1.準備

Z.無限級数

2.1数列の収束

2.2無限級数

2.3絶対収束

2.4閑数列の収束

2.5無損級数の一様収束

2.6整級数

2.7整級数に関する諸定理

2.8 Abelの定理

2.9　e　の定義

2.10-殻の累乗　za

2.11正則関数の整級数表示

中沢香織

1.複素関数

1.1複素数

1.2正則関数

1.3補足

2.最大値の原理

2.1参考定理

2.2最大値の原理

2.3 Liouvilleの定理

2.4 Fejer-F.Rieszの定理

3. Carathiodoryの定理

3.1 Schwarzの定理

3.2 Blaschkeの定理

3.3 Carath占odoryの定理

3.4角微分係数に関する

Caratheodoryの定理



3.卒業論文の概要

ここでは卒論発表でも取り上げた「一次変換」

について述べる。

一次変換

a z+b

w=cz+d　　(ad-bcキ0)

によって, Z平面上の円K (直線は半径=関の
/

円と考える)は, W平面上の円Kに移る.この

とき,円Kに関して互いに鏡像の位置にある2
1

点は,円Kに関して互いに鏡像の位置にある2

点に移る.等の性質がある。また,不動点を定

義することにより,一次変換は,次のように分

慰される.

一次変換
W==

a z+b

c z+d

において

D= (d-a)十4b c

(C幸0)　とおき

(I)不動点がただ1点のとき,すなわちD=

0のとき,その一次変換を放物的(para

bolic)変換という。

(Ⅱ)不動点が2点のとき,すなわちD幸0の

とき　K=Ae16 (A>0,A:実数)

とおいて,一次変換をそれぞれ

(1)K=A (>0)ならば双曲的(hyperbol

ic)変換

(2)K=e19(6幸0)ならば楕円的(ellip

tic)変換

(3)K=Ae　(A幸1, 8幸0)ならば,

ロクソドム的(loxodromic)変換

という.

4.おわりに

はじめ,厚くてきれいだった教科書も,いく

ぷん重さを増し,振り返るにはあまりにわずか

なページ数が,日頃の積み重ねの結晶として黒

ずみ,大部分の白くきれいな部分の中で際だっ

ています。その分,愛着が涌きました。

最後になりましたが,一年間お世話になりま

した神保先生をはじめ諸先生方に,この葛をお

借りして感謝申し上げます.

1992.2.22

I1伴梅拭、1′l、U l

i

t、.l＼…堂、～

＼、、、

ミミ> IVA 嘉′

./キ ン

l、、I、一拍. -"--.JII,

Z 平6 ]
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一素数判定と素因数分解-

中敷　精兵束　上山基　丸山忠史
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私たちは、整数論の応用として素数判定と素

因数分解を研究した.卒業論文の構成、概要は

以下の通りである。

構　成

§1　フェルマーの定理

1. 1　フェルマーの定理

1. 2　フェルマーテスト

1. 3　ウイルソンの定理

§2　素数判定法

2. 1　フェルマーテストの拡張

2. 2　P r a t tの判定法

2. 3　p-1法

§3　素因数分解

3. 1　連分数展開

3. 2　無限連分数

3. 3　循環達分数

概　要

与1 ・フェルマ-の定理は、初等整数論におい

てたえず有効に利用されるものである。

フェルマーテストは素数か否かを判定す

ことができる。しかし、合成数であるこ

とは判定できるが素数であることは正確

には判定できないO

ウイルソンの定理も有効な素数判定法で

あるが稽乗の計算があるためとても面倒

itf?閉M

§2・フェルマーテストにおいて、合同式が成

立しても、 1:=素数、と判定できないC

しかし、 N-1が素因子分解されていれ

ば, N=素数、であることがわかる。

P r a t tの判定法はMa t hema-

tl c aによる素数判定のプログラムで

あるo

§3 ・連分数はユ-クリッドの互除法に直結す

るもので、その考え方はギリシャからあ

り、不定方程式の解法や実数の分数近似

などに用いられるo

ベル方程式の解を求める計算法を利用し

通分数展開を用いた素因数分解をルジャ

ンドルの方法という。

'5　崇

ここで述べたことはほんの一部であるC　ある

自然数を素数か否か判定したり、合成数の場合

素因数分解したりする方法はたくさんあるQ L

かLt大きな数字のときは手計算ですると大変

なので、コンピュータを使って計算するほうが

楽で-n v、
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初等整数論

-D<0の整係数二元二次形式について-

中敷　甘申　良和

小数　小猿　敦子

小数　丹下奈緒美

L_帆_。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w/jar/^a

§.1はじめに

私達は、一年間主に整数論について学んで

きました。ここでは、発表の際に述べた"整係

数二元二次形式"について紹介しますC

§.2　D<0の整係数二元二次形式の類数の有

限性について

整係数二元二次形式を

f(x.y)=axz+bxy+cyz(a.b.cCZ、.

とし、その判別式を

D=b三-4ac L≠0.≠平方根ノ

とすると、 D<0であればf¥x,y)は(x,y;

の全ての僧に対して、同じ符号をとることにな

る。ここで、D<0よりac>0 、よって、

α　とC　は、同符号であることがわかる。　い

ま,二元二次形式で、 α>0を正の二元二次形

式、 a<0　を負の二元二次形式という。正の

(負の)二元二次形式は常に正の(負の)値

をとる。また、変換公式

a　-ar三十b r t十c t=

b　=2ars+bLru+wt)+2c t u

c　-as2+bsu十cu三

より明らかに、正の(負の)二元二次形式は、

変換によって正の(負の)二元二次形式に移るO

-51-

§.3　頚城Gに属する2次の代数的数について

D<0のとき、正の二元二次形式に対する

2次の代数的数百-x+y Him吾>0)は、

一蝣　Si;.'王<-, 、つ　主　>1
A.J

または,

-‡≦ReE≦0かつほ-1
ムー

で定められる頚城Gに属する。逆も成立するQ

[証明]a曹2+b吾-+c=0の韻

書(Im貫>01

-b+iヽ/-D
iS

l=一一

2a

において、 C>a≧b>-a　であれば、

o    1    b　_　　a  1

一一ニー‡≦一芸-Re書く茄-す2a

i妄!…=さ亨=工>1
a

である。また、 C=α≧b≧0　であれば、

-‡≦R<?f-芸≦o

EE封三=三=1
Si

である。

逆は省喝。

領域G



フラクタル数学

小学校課程 数学専攻 河本由美子

1 .はじめに

自無界を数学を用いて記述しようとすると無

理が生じる。なぜなら、 「雲は球でなく、山は

円錐でなく、梅岸は円弧でない(マンデルブロ

ー) 」からだ。この間題は最近まであまり認識

されていなかったのだが、 15年はど前より、こ

の実世界の不規則な形状を表現するための新し

い数学が発展してきている.それがベノワ・マ

ンデルブローによって考え出されたフラクタル

数学である。フラクタルが、-近年になって新し

い有効な学問として発展し、急速に受け入れら

れてきたわけは、コンピュータを使ってフラク

タル図形が描けるようになったからである.コ

ンピュータはフラクタル幾何学を研究する際に

非常に重要な役割を果たすのだ.卒業論文では、

フラクタルを数学の観点から考察し、実際にコ

ンビュ-タでフラクタル図形を描かせ、その特

徴をつかむことを目的としている。

2.卒業論文の構成

第1章　自己相似集合

1　フラクタルの存在する空間

2　縮小写像

第2章　フラクタル次元

1　次元の概念

2　フラクタル次元

3　ハウスドルフ・ベシコピッチ次元

第3章　ジュリア集合とマンデルブロー集合

1　ESCAPE TIME　アルゴリズム

2　RANDOM ITERATION　アルゴリズム

3　PARAMETER SPACE

4　ジュリア集合のための

マンデルブロー集合

3.コンピュータ・グラフィックスの例

卒業論文では、フラクタル図形の】つの例で

ある充填ジュリア集合について詳しく説明して

いる。ここで実際に充填ジュリア集合をパーソ

ナルコンピュータPC9801で描かせたものを示

す。

f(2)=Z 2-0.75の

充填ジュリア集合　押叫
"^^^5照空理男
ErかチbL

I幽>Bニ　ー
I.1叫・ナー-,ut■

叩す
品IniMwi草二三耳「

f(z)=z〈2+0.3+0.5i

の充填ジュリア集合

これらの図1枚1枚は4、 5時間かけて描いた

ものである。フラクタル図形を描かせる襟には

PC9801のほかに、 Xウインドウ・システムも

用いた。こちらのコンピュータは、大変性能が

いいので、同じ図を5分ほどで描いてしまう。

4.おわりに

この1年間フラクタルを研究してきて、その

理論のおもしろさに十分ひたることができた。

また、コンピュータについても勉強することが

でき、大変ためになった。最後になりましたが

御指導下きいました両先生はじめ、数学科の諸

先生方に心から感謝いたします.
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双曲幾何学

小数 中島 公彦

柵野 義人

中敷 野村 罵司

ユークリ、ソドの5つめの公準をわかり易く言い

直せば、 「ある直線1とその直抜上にない点A

が存在するとき、点Aを通る平行故はただ1つ

である。」この公壁は普通、当たり前のように

使われている.しかし、この公準を否定すれば

どのような規何学が生まれるだろうか。それが、

双曲幾何学である。

この幾何学では「直娘とは2点を結ぶ最短の

(曲)韻である。 」と定義する事から考えれば

理解し易い.ここでは実際にユークリッドの空

間でも見ることのできるボワンカレのモデルを

紹介する。

ポワンカレのモデルでは複素平面の上半平面

のみをその平面全体とする。直線は図1.のよ

うに実軸に中心を持つ半円、もしくは実軸に韮

直なユークリッドの意味の半直線のことを指す。
∧

図1

このように直緑を定義すると、図2.のように

直線1に平行で、点Aを通る直線は無限にある

ことがわかる。
A

しかし、ここで定義した直経は我々が普段な

にげなく使っている直線とは逼っているためわ

かりにくいものであり、また、ユークリッドの

第2公準「与えられた線分はどちら側にも限り

なく伸ばせる. 」を満たしていないようにも見

える。これは、距離の定義が、ユークリッドの

それと違うからである.ポワンカレのモデルの

距離の定義でこの直銀を計れば実相は無限達と

なっているため、第2公準は満たされるのであ

り、 2点を結ぶ最短の曲緒になっているのであ

る。

さらに、このモデルはユークリッドの空間内

の原球と言う曲面上に見ることができる.擬球

とは図3.のようなトラクトリックスと呼ばれ

る曲組をy軸の周りに回転して得られる図4.

のような曲面である。

蝣 # ォ a

▼ い T 3 、
一一、 J P

. . ▼ `

一 1 一

T ・ N * 、.

i t n it -

蝣 H *

, - Jl- .

▼t r .ー

l T . .

} 卜 一 , ,

図4

この曲面上において2点を結ぶユークリッドの

意味の最短の曲緒がポワンカレのモデルの意味

の直緑に1対1に対応する。
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i　中心極限定理

巨学校芸芸悪霊学専攻i
¥mr/j^/MT/**r/Jmr;　　　　　　　　　　　　KMKi

盲

はじめに

中心極限定理とは、同一分布に従う独立な確

率変数k個の平均は、 nが大きいとき、近似的

に正規分布に従うというものである。すなわち、

母集団から標本を無作為抽出するとき、取り出

す標本の数kを大きくしていくと、その標本の

平均の分布は正規分布に近づいていく、という

ことである.この時、 kが十分に大きければも

とになる母集団の分布はどのような分布でもか

まわない。これは、検定・推定においても非常

に重要なことである.また、この定理により、

二項分布も正規分布で近似されるというラプラ

スの定理が導かれる。

私はこの定理の"母集団の分布はどのような

分布でもかまわない"ということに興味を持っ

たので、ロータス1-2-3を利用し、区間(0,1)

の一様分布に従う乱数を発生させて、この定理

を視覚的に観察できるマクロを作成した。マク

ロとは、ロータス1-2-3での統計計算のキーボー

ドの操作をワークシートに記録して、自動的に

その操作をする機能のことである。コンピュー

タによる乱数は、ある一定の公式に基づいて系

統的に発生するので、実際にサイコロ等を用い

る場合と比較して、必ずしも十分とはいえない.

だから、コンピュータを用いて発生させた乱数

のことを、疑似乱数と呼ぶことがある.

卒論の構成

1　確率

2　確率変数と確率分布

3　離散分布

4　絶対連続分布

5　期待値と極限定理

おわりに

中心極限定理は、統計学の中で最も重要な定

理のひとつで、高校の教科書にも紹介されてい

ます。この定理の意味を高校生にもわかりやす

いように説明したかったので視覚的な方法を用

いました.そのヒストグラムを作る襟に、 13-

タスト2-3のマクロを利用でき、とても勉強なり

ました。

;霞'.'<ここ,　とした."蝣I'l-ll'.*?1!汚ヰL L 'こ^,蝣さ蝣I*'蝣・

諸先生方、どうもありがとうございました。
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1.　はじめに

私は、 1年間作用素について学んできまし

た。　今までの数学と違い、あらゆる数学の分

野が関係し、難しいというのが最初の印象でし

た。　しかし少しずつおもしろく感じるように

なり、また数学に対する私の見方も少しですが

変化し、今はとても得るものの多かった1年だ

ったと思っております。　(これから卒業研究

で作用素をしようと思う方は、中途半端になら

ないよう大学院にいかれることをおすすめしま

す。)　この論文では4章のコンピュータを用

いた部分で作用素と言うものを視覚的に捕らえ

ることが出来、また''数"との類似を感じ取っ

て頂けると思います。

2.　卒業論文の構成

1 HUbert空間上の基礎事実

1.1予備知識

1.2　Hilbert空間

1.3　直交捕空間

1.4　双対空間

2　Hilbert空間上の有界線形作用素

2.1有界線形作用素

2.2　スター構造

2.3　4種の作用棄

2.3.1正規作用素

2.3.2　ユニタリ作用素

2.3.3　射影作用素

2.3.4　自己随伴作用素

2.4　畢位の分解

3　スペクトル分解定理

3.1スペクトル分解

3.2　作用素の関数

3.3　正定値作用素とスクエアールート

3.3.1正定値作用素

3.3.2　スクエアールート

3.4　極分解

i exponentialと応用

4.1 exp　とlog

4.2　ぬthematica　にて

3.　ゲラ7イブクの例

4.　おわりに

1年間1人でゼミを受けてきた内容が形と

なり、とても嬉しく思っております。　作用素

論はまだまだ奥深いもので、私の触れたのは人

口のドアを開けた程度ですが、私にとって内容

の潰い1年間だったと感じております.　これ

から先数学に触れる機会がある度に、間接的に

この1年が役に立つことと思います。　最後に

なりましたが4年間御指導下さった諸先生方に

お礼を申し上げます。
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ランダムウオーク

小学校課程数学専攻8921208-7鈴木晋作

いま,コインを投げ上げるとします.当然

コインは,落ちてきて,表か裏かのどちらか

がでます.そのコインに特別な仕掛がない限

り,その出方の確率は、互いに等しく1!2に
r-oま

さて,そのコイン投げで表が出たら右へ

十1進み,裏が出たら左へ十1 (右へー

1)進むとします.そして,それを何回も操

り適し続けるとします.例えば1回目に表

が出, 2回目に裏が出れば,元の位置に戻り

ます. 3回続けて表が出れば.右へ3進ん

だ位置にいます.

ところで,みなさんがコインを20回投

げるとします.みなさんの進み方は,コイン
次第,コインの表裏によって様々に変化しま

す.あっちへ行ったり,こっちへ行ったり,ま

るで酔っぱらった人の千鳥足のようです.さ

義.酔っぱらってしまったみなさんは, 20

回申何回元の位置に戻ってこれると思いま

すか?その戻れる回数の確率を探ったもの

がランダムウォークです.

また,この研究では,その他いろいろな場

合のランダムウオークについて考えていま

チ.例えば,表と裏の出る確率が1!`2ではな
くて,それぞれ違う場合などです_

ランダムウォークの日本語訳は."乱歩(ら

んぽ) "又は,"酔歩くすいは) ''といいます.

f酉落ていると思いませんか?

"原点復帰の回数の確率"は. 1つの式で

求めることができます.

5e哩　27点-tEはてLに7日i'ii ")!?;.蕉(U'Kp

J -*i.騒音蝣-L* :/-.-　とすると

9-1n-宗(2n二m' ≧1)

ただし,9う,ミ-9in >3ln >　-
'01

定理表の出る確率をp,裏の出る確率

をqとした時に,2n回までにm回原

〔::.!>i-'*-"!"・・.:・肯手-1';'蝣'
.'
.と~i-sゝl=

l
一

㍉
よ
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である. (図1参照)

蝕
~
^
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~
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(定理　2乃回までに22にm回到達する
L

i確率をM;:m)とすると

n - f".-+*l

--Inり=　∑　h¥-。3jn-U
モ=I

(1≧,n≧n-e十1}　m=0の時は

n-J.÷1

ACo)-1- ∑ M.蝣3<f叫)
蝣n=1

3j,.つま?n回目原点に復帰する確率

hLnはn回目に初めてtに到達する確率

A;" -ヱ言・学芸J1

(図2参照)

今j:,y,という目があって,それぞれ1/3
の確率でてるものとする.そして3n回試

行して*,y>=がそれぞれ1回ずつ出た時に,
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道は,"原点に頁る"という.つまり3乃回試

行でx,viがそれぞれn回ずつ出た時に道
は,"原点に戻る"というのである.ここでは,

その原点復帰の回数の確率を求めようと試

みましたが,結果として言二の確率を1つの
式で表すことは,どうも不可能であることが

bかりました. (様々な角度から取り親/i,

でみましたが,どれも失敗した.)やむをえ

ず,すべての目の出方をパターン化し,それ

を数え上げることによって確率を求めてみ

ました.ここでは, 2 1巨]試行した時のm回

原点復帰する確率を報告しておきます.

0回劇希iS.261%　　回復帰0.980<%
1回復帰26.526%　5回復帰0.219

2回復帰10.429%　6回復帰0.033
3回復帰3.547%　　回復帰　0.003%

コインを何回も何回も投げたところ,結局

は, 1回も原点に戻らないが, 1回Lか戻ら

ない確率が最も大きく, mの値が大きくなれ

ばなるほど,その確率は小さくなっていく,

つまり,酔っぱらいは元の位置をウロウロ

するものの,ほとんど元の位置には戻らない

のである.または同じ力を持っている者同士

がR.?負しても,イーブンイーブンになる回数

は, 0回か, 1回が最も大きいのである.つ

まり勝ち説けているか,負け託けているかの

どちらかである.
私達は,そこの所を勘違いしていて,いろ

いろと失敗しているのかもしれない.
m封こ^ 0まし　. -1--吉L!悶'Ii-サT"して

くださった諸先生方,ありがとうございま

した.

敦
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最尤法と最尤推定量　!

i　　小学校課程数学専攻　i

f^^^^^^^^^ >^^^^^^^^^　j^^^^^^ y^^^^^^^^^^ >^^ y^^^^^^ j^^^^^^^^^ y^^^^^^^^^ j! 1

寺

二宮仁志　　　も

1.はじめに

私は、卒業論文のテーマにセミナーの延長で

ある「PROBABILITY AND MATHEMATICAL STATIST

LCS」という英語の本を自分なりにまとめるもの

を遥んだ。その理由としては、単に日本語で書

かれている数学よりも、ずっと面白そうで、興

味深かったからです。それと、 1年間セミナー

でしてきた確率論をベースに推定の中でも点推

定の最尤法と最尤推定量について学習したいと

思ったからです。

2.卒業論文の構成

1章　確率

2章　確率変数と分布関数

3章　離散分布

4章　絶対連続分布

5童　期待値と極限定理

6章　点推定

6-1不偏一致推定量

6-2 f只事の方法

6-3最小分散推定量

6-4最尤推定量

3.点推定

母集団二は、その母集団の分布に特性を与え

る母数β (1つまたは複数)が含まれている.

稚定論は、その母集同から抽出された標本を用

いて母数0を推定することにある。推定値は母

数の近似値の役割をもつものと考えられる数で

ある。推定値は標本によっていろいろ値は変わ

るから母数の近似値とL/ての良さを調べてみな

いことには、正しい推定量とすることはできな

い。そこで、母数βの推定量が与えられた時そ

の良さを測る尺度として、不偏性、一致性、有

効性がある.これに対し、実隈に推定量を見つ

けだす方法として最尤法がある。この最尤法で

求まる最尤推定量は、必ずしも不偏性、一致性、

有効性を兼ね備えているとは限らない.

4.おわりに

英語の本ということで、理解するのにかなり

時間がかかりすぎて研究的なことまでてがまわ

らなかったのが、少し残念ですけれど日本語の

本には載っていないようなことが英語のこの本

には載っていたので、勉強になり英語の本を選

んで良かったと思っています。

最後になりましたが、様々な御指導をいただ

きました河上先生をはじめ、諸先生方に御礼を

申し上げます。
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操作的活動を生かした

算数指導について

小学校課程　数学専攻

滝　永　　伸

私は、数学専攻の学生として、算数が楽しい、

おもしろいと感じる子どもが一人でも増えるこ

とを望んでいる。子どもが算数に興味をもち、

問題解決に積極的に取り組みながら必要な知識

を身につけ、もっと言えば、数学的な考え方が

できるようになってくれたらと考える。

しかし、算数教育の現状を見てみると、教師

側の知識伝達のみに終わってしまいがちな"黒

坂とチョーク" 、 "ノートと鉛筆~型の授業が

多く、子どもは受け身の位置で授業を受けざる

を得ない状況におかれていると思われる。同時

に子どもたちが自ら考える機会が奪われてしま

っているような気がする。本当に算数がわかる

子どもを育てるには、考えさせることは重要で

あると思う。その1つの方法として、操作的活

動を生かした算数指導を考え、今回、私の卒業

論文の研究課題とした。

卒業論文の偶成は、以下のとおりである。

く序　章)　はじめに

第1節　研究目的

第2節　研究目的の設定理由とその背景

く第1葦)　操作的活動

第1節　操作的活動を重視する背景

第2節　操作的活動

第3節　操作的活動の評価と指導のポイント

第4節　操作的活動の問題点

第5節　操作的活動の活用場面

(第2章)　具体的操作の活用例

～教材の開発を通して～

第1節　教材の目的

第2節　教材の内容

第3節　教材の考察

(第3章)　思考実験(操作)の活用例

～調査問題を通して～

第1節　調査問題の目的

第2節　調査問屋亘の内容

第3節　調査問題の結果・考察

(第4章)　アンケートによる実態調査

第1節　アンケートの目的

第2節　アンケートの内容

第3節　アンケートの結果・考察

(第5章)　おわりに

～卒論研究を振り返って～

(具体的操作)低学年とか図形の分野でしか強

調され、活用されていないように思われるが、

具体的操作のもつ価値を考えれば、他のどの分

野においても具体的操作が活用できる場面があ

るということを主張したい。

く思考実験(操作) )最近言われ出した新しい

算数指導の考え方であって、その明確な定義も

ないので研究については困難を極めたが、思考

実験(操作)は様々な思考活動を必要とするの

で、 "主体的に考える子ども"を育てるのに有

効であると考える。

以上のように見ていくと、数学の事象を具体

の世界から抽象化、一般化する過程において、

操作的活動が少なからず生かされることが、本

研究において明らかになったのではないかと思

う。そういう意味では、具体的操作、,思考実験

(操作)のような操作的活動が、今後の算数教

育に有効に生かされれば幸いである。
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r数字数百に於ける

諜碩学召の指導法j

小学校教員要或過程　教学専攻

北川研究室　No.891212-5　　間中　耕司

1.はしめに

ここ敬年来、 Lu・界の情勢はめまくるしく変化し

ており、日本もそのWIJ外ではなく,.-ブル緩清もは

しけ政治の牡坪も大きく揺らき、性の中は大きな

質草卿こきていると言える.,そのような折り、数

字教育においてft,徐々にではあるが大きな転換の

兆しか見えてきたL,そAlはJ 1989年学習指導要領

LUL訂による「新しい学力観」 、またそれに聾する

指増要錨の見直しによる新しい評価観点からもう

かかうことかてきる、今回この論文で捕り上ける

課題学習というものt,、この「新い、指iォ観」の

しとに生まれてきたt,のであり、現在大変に7主目

されている芋習放てある.この課題学習の目指す

放宙とは、 「主体的な学習意欲・態度の育成」と

いう富噂に弟的されていると私は考えている・,過

:二L」,'-・>上′「の打rn>　か-2験に振Oi"Jされて本L・仁

の教古理念から逸脱していることを示していると

言えるのてある、このあたりfcfcう一度、課題芋

晋.Jの指iサを行うにあたり考えてみる必項かあると

考えて本研究においては、課題学習研究の一貫と

Lて、自ら課題を作戒し実践を試みる。また、こ

れらの実践から課碩学m指漸夫に関する一考察を

行うョを臼的と考えた,

㍗ sm-i論txam田

はしめに　　　研究目的とその背昏

蝣ii 1 v: MX貞'l芦EIlについて

§1　課題学習の背音

§2　課硯学習のねらい

§:I　課題学習の方法

第2車　研究方法について

§1　調査日.′調査対象/

調査方法

§2　課題設定に関して

第:与草　結果

§1　問題1の結果

§2　問題2の結果

.%.1　ンJr-トの結果

第4車　考察

.ql　問題1の考察

§2　問題2の考察

s:i　課題学習実践にむけ

ての全般的な考察

mx&

;s.卒業諭1の概要

!>蝣　UV:'「,Vi虫7WT和され、心'ォ!蝣上され

てきたのかを現在の教学教育が抱えている問題

.たなどからその背景をさぐり、課題学習により

どのような学習効果を朋待しているのかそのね

りいについて述べた,また、課題を設定する際

:-. 、　-,;tmi- ;-'、'Hi上されLもVMt'*.L. ,;nA r-'fi

じ)指導法全般にわたりまとめてみた,

2車,課題学習の開祖設定の-提案として作成

した調査問題の実施方法や各設問に対する鑑真

やねらいなとを述へた,

:I章:調査問題の解答を各設問ごとに集計して

その結果を学年別.男女別なとにグラフや表を

用いて表した。

4章: 3章てまとめた結果を学年ごとに2章て述

へた各設問に対する観点やねらいに照らして考

察を行い、それを基に課題学習の実践の場に用

いることができるかどうか考察を行った3
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数学の活用能力を伸ばす

指導法・教材の研究

中学校課程　数学専攻　北川研究室

No.892308-9　　森太千晶

[1]はじめに

私は,以前家庭教師先で,次のような問題

を解いた。たぶん,三角関数のところで,川

を挟んでの距離を求める問題だったと思う。

生徒がつまずいていたので,私はこう言った。

「川があるから分かりにくいけど,除けて考

えたら,普通の問題と同じだろ?」　そのと

き,私は,いつもの図形の上に川を付け足し

ているとしか思えず,川がない方がずっと楽

に解けるのに・ ・ ・と思ったのだ。

後に卒論のテーマを決めるためいろいろ本

を読んで,これは, 「数学を活用させる」た

めの取り組みであると気付いた。私自身が,

問題を〃数学の申だけの問題〃としてしか見

ていなかったのだ.

このようなことは,今の子どもたちにも言

えるのではないだろうか。 r一つの問題につ

いては,ただ一つの(最短な)解決方法があ

り,その組合せのパターンを覚えることが数

学だ」と考えている人もいるだろう。時間に

追われ,数学のよさや有用性を感じる間もな

く,次々と新しい内容に進んでいくのが現状

-61-

ではないだろうか。

〃数学の役割"というものを見直し,さら

に, 「数学を活用させる」ことについて考え

たいと思い,このテーマで卒論に取り組むこ

とにした。

[2]卒業論文の構成

≪序章≫　はじめに

第1節　研究目的

第2節　研究目的の設定理由とその背景

≪第1葦≫　活用能力を伸ばす指導

第1節　活用能力を伸ばす指導を重視す

EsUnfha

第2節　アンケート調査

第3節　数学を活用する態度

≪第2茸≫　数学の活用能力を伸ばす指導の

ポイント

第1節　指導の計画

第2節　頚城毎の指導のポイント

≪第3章≫　指導の実哉

第1節　教材の開発

第2節　授業の展開

第3節　授業の検証

≪第4章≫　まとめ

参考文献



数学教育における

コンピュータの導入について

中学校教員養成諌程　数学専攻

No.892309-7　富原美穂

コンピュータに関する知識は全く無に等しい

私が,今回の卒業給文にあたり,なぜこの題材

を選んだかというと,それは平成3年9月に附

属中学校でさせて頂いた教育実習でコンピュー

タになんら抵抗を感じない,そればかりか真剣

に向き合っている生徒を目の前にし,これはも

しかしたらコンピュータも使い方によるとすば

らしい散見になるかもしれないと感じ,それで

はその使い方とは,と考え始めたからである。

卒業姶文の構成

序章　はじめに

§1研究の目的

§2　研究目的の改定理由とその背景

1章　学校教育におけるコンピュータ導入の過程

§1中学校数学科とコンピュータ

§2　答申等に示された情報化への対応

§3　新学習指導要報における情報化-の対応

2童　コンビューJZ.2教育利用

51利用の現状

§2　CALessonの考え方

3章　コンピュータ利別こよる「三平方の定軌

の指導の美濃

§1　r三平方の定理」のデータベース的利用

§2　授業の展開

§3　授業の検証

4章　まとめ
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*CALessonの考え方*

cALesson (コンピュータ支援授業)とい

うのは,埼玉大学の町田彰一郎氏がCAIの

"教え込む〃　という観点を鍍い提唱しているも

ので, "子ギ皐や主体埠な学習を促し,教師や

独創的な指導を援助するために,生徒と教師と

コンピュータの相互の交塊を意讃した新しい技

量堕J'の確立のためへのコンピュータ利用をめ

ざしたものということである.そのあり方とし

ては,

・クラス一人一人の子どもを参加させる授業

・教師が授業時間中しゃべり続けるのではな

ら子どもに考えさせる時間を多くとり机間

指導して,できる破り多くの子どもに接する

機会をとる

・教師はこれからの学校では,知識を与える

人というよりも,子どもの学力を評価し,チ

どもの自発的学習を育んでいける人

ということになるだろう.

今回私は,コンピュータを授業に導入すると

いうことで, CALessonを提案した.それは

よく言われるソフトの問題よりも, 〃どう使う

か〟ということの方を重要視している考えから

である。どんなに発達したコンピュータであろ

うと,それは人間が自分達のしたいことなしや

すくするために作り出された道具でしかないの

であるが,その中でもコンピュータは一番柔軟

性が高いであろう.だからこそ,それをr何の

ために」 rどう使うか」に対しての吟味を十分

にしつくさなければならない。

よって,コンピュータを使うことに意味のあ

る場面で,最遠な利相法により,導入していく

ことが望ましいと考える。



イ乍用表書β分環の

包含関イ系
河上研究室

M2　　＼0-918403　　　大塚宏充

§1はじめに(私が採用した分撹法について)

ここでは発しい定義など一切せずに、私の勉

強した内容を簡単な例を挙げて話を進めたいQ

今、平面上,D正方形Aを考える。このとき、

Aの中にすっぽり含まれる図形を何らかの同一

視のもとで(同値開削こより)分接することを

考えてみよう。 Aに含まれる図形の同一視の方

法はいろいろと考えられる。一例としては、互

いに相似の関係にある図形達を同値(同じよう

にAに含まれている)としていく方法が挙げら

れる。この方法は形を実霞に見れる場合には有

効であるが、私は違う分類方法を採用し、話を

進める。いま、 Aに含まれる図形玉の包含関係

を表す指標として、

[lゝ:B] = (Aの面竃) ÷ (Bの面積)

を考える　この面積の相対比[A:B] (

をAに対するBの指数と呼ぶ。ここではAに含

まれる図形の面積が等しいとき、形にこだわら

ずにそれらの図形を同値と考える訳である。指

数の性質として、 CA:B] ≧1が挙げられるO

同じ発想のもとで対象を一意に存在する超有

、'二:蝣n r'・: : ∴て:-　∴了十　、: .‥::

Bの指数の取り得る:芭全体を　′、とした時、ー必ず

、′ノー- /ヰCrJニーU/n)ln=P.,4f--.¥ UJl,讐]

となるO　これが何を表しているかイメージして

みると、 Aとの面積の庸対比が1/現款下ZDBは連

続的に存在するが、それよりAに近づくBに関

しては放散的にしか存在しない事を示している。

§2　実際の内容(Bを具体的に構成してみる)

まず、作用索環の中のvon ^eumann環の説明を

する。ヒルベルト空間H上の有界作用素全体

B(H)の文一部分環が、弱作用素位相について

閉じていて単位元を持つとき、 von Neunann環と

呼ぶ。 II、型因子環はvon leunann環で、可換射

影を含まない環である。

今からは波線部の事実を証明するために、遺

有限Ⅲ,型因子環Aの部分因子環Bが、任意の

〝　　Aに対して必ず存在することを、 Bを基本

構成法により具体的に与える。基本構成法とは、

簡単な行列環とその部分環を出発点として、

rl　国子環とその部分因子環を具体的に構成する

ものであるo Mを正規トレースでを包含行列に

より得た行列環とする　Mの内横がてを用いて

定義されるヒルベルト空間を、 L二(M,て)とす

る　X Mの時、 L」(M,丁)からその部分空間

Lこ(N,て)への射影をelとした時、 Mとe:に

よって生成されるL2U・l,t)上の行列環を

くユvi,e　〉=M,とおく。M　ユ′Lに対し、同様

の手荒きによりe=とくさ′工7,eこ〉が得られる。

さらにこの手続きを続けていく事によって

Jones射影族　eh eこ、e3、-・、e ,・・蝣　が得ら

れる。そこで、

A=く1,e:,eこ,e三, -e、,-・〉

B=<1,e2,e3,蝣

とおくっ　このA、 Bは超有限Ⅲ　型因子環とその

部分'*-! ;*蝣環でX-. 5.-　　は、吾5L¥がJ.六書^)[W、'ー

一男として、指数が3のケースで最大固有値が

Sと去る包含行列蝣;v具体的に与え、上記の基本

構成を実行し、その様子を寓察したC

この研究に関して最後まで指導して下さった

蝣"ill上蝣蝣*蝣M-?二は心う-　ま謝します、
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多変数複∃奪関数の
積分公　式の応用

数学教育専攻(数学)

小野太幹

本研究の目的は積分公式の有用性に着目しー

積分公式から得られる応用について考察するこ

とである。

G.M.Henkinは1969年にCaucy-FantapiSの公

式を利用して韻婁凸額域Dにおける正則関数の

積分表示式を与えた。さらにその応用としてD

の解析部分多様体△上で,有界正則な関数をD

上の有界正則対数に拡張できることを示した.

安達氏は、 1984年上記拡張定理をDが弱丑凸領

域かつ△を

analytic subvarieL:.の尊台まで一般化した。

tresss研究では安達氏wi占-A.を読むことY^

目盟に、準脂としてf.ranzの多変数関数請の本

とUenkinの2つの論文を主に調べたD修士諭1

では安達氏の論文にあらわれる基礎枕念、引用

された結果を調べ、証明のアイデアに至るまで

詳笥御こ検討したものをまとめたoまた、最後の

竜には安達氏の結果を関数環における峯補間集

合の問題に応用し、 2つの命題を紹介したa

以下に安達氏の結果と、峯補間集合について

の命題を述べる。

§ 1　Adachiの結果

OをC?U級の境界をもつ有界領域とする。口上

有界正則な関数の空間を

H3(Q)で、 OLにおいて正則で　上達続な対数の

空間をA(Q)でt nの強最凸境界点の集合をS

(∩)で表す3コをC:級の境界をもつ　p、:一1にお

ける霊凸霞城とする。　のある近涛　で正則な

関数F(Z) ( 0)を固定し、

= (z　:F(Z)=O) 、△=　　Dとし、

F(Z)は次の条件を満たすとする。

(a)△は空でない連結集合

(b a△上dF≠0

(C)はコDとtransversallyに交わるO

(d Z△　S D)

以上の仮定のもとで次のことを得る。

定理〔Adachi〕

(a)-(d)の仮定のもとで、連続な線形作用素

. rial△)⇒H2(D)

が存在するoさらに、もし△が特異点を持た

ないならば、

L (A(A))　A(D)

であるG

§2　応用

命窪I

D、 △、 Fは定理と同じと仮定するOさらに、

(e)は特異点を持たない

とする。この時、 :△の問部分集合Kが

A(A)に対する零集合ならば、 KはÅ(D)の

峯補間集合である。

命題2

Dをcz故の境界をもつ.→の中の有界強盗凸

領域とし、 △等は定理と同じとするo　さらにー

(eヨ) Fは:△の近傍で特異点を持たない

とするQ　この時、呂△の閉部分集合Kが

A(D)に対する零集合ならば、 KはA(D)の

峯補間集合である。

(参考J:語) K.;ミdachi,Extending bouded

nolonorhic functic)ns iron certain

subvarieties of a　一丁eakly pseudconvcx

dooain,Pacific J.MaLh,110,さ'io.1(1984)
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ファジィ理論について

ど
_
ヽ
_
、

「2・3ファジィ集合境算の基本的性質

2.4

2.5霊宝票,bv豊富洪昇

<!ササ　松己】元伸　　　　　!
I

)s~,~,-,~;~,-,~,-;-r,-,~,-,~;-,-,~,~,~,」

1.はじめに

説在のコンピュータが二倍の原理、すなわち

すべての事象はイエス(1)かノー(0)かの

いずれかで表現されています。またデジタルで

表現された情報は0と1の組み合わせで表現で

きます。だから桁数を増加させると、望むだけ

椅皮を期待できます。コンピュータが驚異的に

発展し高度情報化社会に結びついたのは、この

二値原理のおかげだと思います。でも人間は

「若い」 「ほぼ」などあいまいさを含んだ情報

をあいまいな形で思考判断します。しかしこれ

らをコンピュータに判断させたり推論させたり

する事を考えると困ったことになります。こう

した内容を厳密に定義し、あいまいさの無いよ

うにしてからコンビェ一夕に与えなくては、コ

ンピュータは作動しないからです。ところでこ

うした事例は本当に明確に定義できるものなの

でしょうか。また定義する事に意味があるので

しょうか。それなら人間の主観によって異なる

ような情報のあいまいさの存在を認めて議論し

た方が本質から離れないと思います。

2.卒業論文の構成

第1章　フTジイ理論のための数学的基礎

1. 1通常の集合とその演算

1.2　関係

1.3　写像

1. 4　束

第2革　ファジィ集合

2. 1　ファジィ集会

2.2　フTジイ集合の洪算

第3章　ファジィ関係

3. 1　ファジィ関係

3. 2　ファジィ関係の演算

3. 3　ファジィ関係に関する基本性質

3. 4　薪似関係

第4章　ファジィの応用例

*　ファジィアンケートとその考案

3.卒業論文の概要

第1章では、ファジィ理論のための数学的基

礎として集合論について、第2章では、特性関

数の一般化といえるメンバーシップ関数を導入

する事により、あいまいに定義されたクラスを

量的に特性ずけるファジィ集合論について、第

3章では、ファジィ関係とその特別な場合であ

る類似関係およびその同値類について、第4章

では、実際アンケートをして、類似関係を用い

て考案した。

4.おわりに

ファジィ理論は、 1965年、アメリカ・カ

7)フォルニア大学バークレー校のL. A.ザデ

ー教授が、インフォメ-シE,オン・アンド・コ

ントロールという学術専門語に発表したけファ

ジィ集合"という論文が始まりです。はじめは、

学会の反応は非常に冷淡でした。しかし、 20

年余りたって、やっと工学分野を中心として応

用され注目されるようになりました。教育分野

でも、第3章の類似関係を中心として、あるも

ののクラス分けなどに利用できるものと確信し

ています。レベル関係のレベルを変えることに

よって評価の仕方が大きく違ってくることが必

至です。最後になりましたが、神保先生並びに

諸先生方に御礼申し上げます。

く平成4年3月卒業)
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編集後言己

縮集委員が決まり、初めて話し合いがもたれてから,あっという間に半年が過ぎ

てしまいました。最初、先輩方の話を聞いて、何でも早め早めを合い言葉に計画だ

けは着々と進んでいたのですが、いざ蓋を開けてみると、原稿依蔵の手はずができ

ていない、原稿がまだ来ない、と計画は、みるも無惨に崩れてしまいました。編集

委員同士の連綿もうまくとれず,何もしないまま劾々と原稿提出期限が迫ってきま

した。期限が追ってきているにも関わらず、のんびりと構えている縮集委員は、い

つも両先生の「どうなってるの?」の言葉に、重い腰をやっとあげるという始末で

した・噂輔ユSatt-　*:甘i;号巨:~モ、こ・nき領-21二1-7=吋it's-・7.v-し. tu

集委員Iは、みんなの嫌がる電話係として影の功労者になっていました。編集委員

Yは、能瀬原稿をユ日にユユ枚打ち上げるという荒業をこなし、編集長は、外交面

で大いに活躍しました。この4人に加え、諸先輩方、教官方、同回生の協力もあっ

て、やっとこの:uf飛火野(第9号) 』ができ上がりました。つたない編集ではあり

ますが、この『飛火野』が、卒業生、在校生の管樺をつなぐ架け稀になれば幸いで

すO

最後になりましたが、お忙しい中一原稿依頼を快く引き受けてくださった方々に、

厚く御礼申し上げます.

『飛火野(第9号) 』編集幹事

左和　英詞(編集長,申3回)

今在家典子(申3回)

申格　清美(小3回)

山本　知子(小3回)

顧問:南　春男

奈良教育大学数学研究会会誌

『飛火野(欝9号) 』

1993年6月25日発行

発行所:㊥630　奈良市高畑町

奈良教育大学数学研究会会誌刊行会

編集事務局;奈良教育大学数学研究会

(奈良教育大学数学教室内)

この第9号をお読みになられて、ご意見、ご感想等がございましたら、数学研究会(大学内)

の方までご連絡下さいますよう、よろしくお願いいたします。
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